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ご挨拶

   　 情報文化研究委員会　委員長 高橋圭太郎　　　　　　　　　

「市中の山居」とは、現代人の都市生活においても必要とされる場所なのか…。そのような命
題から、土木・ランドスケープ・建築・アートの立場から座談会を行ったのが 2018 年の 11 月。
　「市中の山居」とは、本来、都市の喧騒の中にあって心静かに落ち着きを取り戻す、精神性の
高い “ 場所 ” を指しています。室町時代後期、混沌とした戦乱の時代において生まれた “ 茶道 ”
に由来を持つこの言葉には、当時の世相を反映し、平和を渇望する大衆の支持があったと想像
されます。
　茶の湯の普及は、自由を謳歌する堺の商人達の卓越した先見性と、時代の寵児でもあった、
織田信長や千利休の思想信条が色濃く反映されていて、キリスト教の爆発的な普及や身分制度
さえも乗り越えようとする、その後の天下人、豊臣秀吉を生み出した社会の大きな潮流があっ
たと考えられます。
　そして現代…　高度に発展した私達の社会は AI に代表されるコンピューター技術の躍進によ
り、大きな変革期に際していると思われます。
　人々は、漠然とした不安を抱え、世界中で止まない戦争や紛争と様々な社会的困難、ストレ
スに直面しています。加えて、昨今の深刻な異常気象…熱波や巨大台風の発生。線状降水帯と
呼ばれる集中豪雨など、著しい環境変化に備える術として、AI は欠かせない技術だと期待され
ています。
　半面、IT 技術が高度に発展した現代社会において「市中の山居」の必要性を論じたとき、人
間が本来養ってきた、火・水・木・土といった自然物から得る、基本的な肌感覚は薄れ、安全
に対する判断力が弱くなったように感じています。特に “ 水辺 ” に関する価値観の変化は、生命
を脅かす厄介な存在として扱われることも多くなりました。
　かつて、身近にあった「池」とは直接的な利水であり、食を生産し文化的生活に欠かせない
重要な装置であったはずです。水辺は人々に安心を与え、賑わいを生みだし、心癒される場所
であったと思います。池には月が写り、水面を渉る風は多彩な波紋を描き出し、移りゆくその
様は「止観」と呼ばれ、宗教的な意味合いを色濃く有していました。
　我々の研究も、心を静めて物事の本質を深く見つめ、日々変貌する都市の在り方を見据え、
気候変動や生物多様性、アート性という観点から、新たな役割を持つ存在として扱われるʮਫ

ͱʯに改めてフォーカスすると共に、現在まで存続する池との違いを学び、移り変わる価値
観とその代表的存在でもある「調整池利用」にまで画角を広げ、現代の「市中の山居」を考え
てまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025 年 5 月

会長挨拶

日本建築美術工芸協会　会長 東條隆郎　　　　　　　　　

一般社団法人 日本建築美術工芸協会は、「故芦原義信氏が求めた文化的都市の創造を実践する
為に、建築・美術・工芸に関わるあらゆる分野の人々が集まり、連携し、交流し文化と芸術性
の追及と情報の発信を行い健康で文化的な空間創造に寄与する」との憲章の下に 1988 年から
活動を続けています。
　情報文化研究委員会では、この数年「市中の山居」というテーマを中心に据えて「水と緑」
を切り口に様々な視点・角度から都市の空間・環境と人々との関係を分析し捉え直すことに取
り組み研究を続けてきました。
　21 世紀に入り地球環境が危機に瀕しています。コロナ禍により人々の行動にも大きな制約を
受け、今まで築き上げられてきた人々の考え方・価値観が大きく変わりつつあります。
　さらには AI の登場により地球・社会全体に大きな変革が起ころうとしている今、まさに人間
の生きる環境の原点をもう一度見つめ直し捉え直すことにより、次の時代への新たな展望が見
えてくるのではないかと思います。この冊子は、建築・美術・工芸・ランドスケープなど空間
創造にかかわる私たち（米国の作家ヴォネガットが　「アーティストは炭鉱のカナリアである」　
と表現していますが）　感性豊かなアーティストも含め aaca の多様な方々が参加して、様々な
視点で制作されています。
　私たち人類は何億年という時を経て、生命体としての人間として、今の世界の都市の空間・
環境の中で生きています。このかけがえのない環境の有り様と人々との関係を学び、それをこ
れからさらに豊かなものとして、共に創り続けわかちあうことに、この研究がその一助になる
ことを願っております。
                                                                                                                            2025 年 5 月
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今なぜ「市中の山居」か？ 

     情報文化研究委員会　元委員長 故 坂上直哉　　　　　　　　　

情報文化研究委員会（情文研）は標題のテーマを深めるために、個々の「原風景」を語ること
から始めた。原風景とは、幼年期に刻印され、成人の感性の中でもなお、刻み込まれたまま残っ
ている風景を言う。
　驚いたことは、委員が挙げた「原風景」には「建築物」が皆無だったことだ。また、「原風景」
が大きく姿を変えていたという事実だった。姿を変えたという事実はとても重要だ。時代の変
化速度は、江戸時代が１キロだとすると現在は 80 〜 100 キロのスピードで疾走していると言
われている。私達は、人類史上最も高速な環境変化の中で育ったと言える。

　文明を本質的に胎動させているのは経済構造の変化と , それによる経済の拡張だと考える。
幾何学的エレメントにより重点を置くアール・デコからモダニズムへと展開した、近代建築の
父と言えるマッキントッシュが、1900 年にウィーン分離派やオットーワグナーを訪問した際、
数万のウィーン市民が迎えたそうだ。その逸話を聞いた時、ビートルズでもないのになぜ建築
家に？だった。
　産業革命で、居住地、仕事、宗教、交通、電信、教育など全ての環境、風景が変わる巨大な
うねりの中で、人々の精神的な不安は極点に達していたのだろう。その不安に応え、当時の市
民の心に響くパラダイムとしての都市建築空間を創出できたからこその歓迎で、それは西欧に
おいてのパブリック合意だった。
　時代の人々の不安を喜びに導くことのできるのは、見えなかった価値を顕在化する、真のク
リエイティブだ。新たな都市美､ 音楽、芝居、ダンス、年中行事などの文化創造は、その国の
アイデンティティの新たな形成と言える。

　私達は、手に触れられるモノの革命（例：箒→掃除機）のなかで育った。現在は、デジタル
革命、IT 革命、AI −人工知能革命の真っただ中だ。インターネットによる情報革命は、産業、
行政の在り方、個人のライフスタイル、コミュニケーション手段、都市の概念や場所性、国の
在り方まで変えつつある。
　この巨大な都市風景の胎動に対して、私達は何をすべきか…。日本人のみでなく、世界の人々
やクリエイターがこれまで体験したことのない変化の潮流に翻弄されるのは当然としても､ ク
リエイターとしては醒め、共有される日本文化からの視点が求められている。

　東京は文明、文化的秩序の高い都市だが、寺社を包む照葉樹林の名残「鎮守の森」が点在し、
七福神やお稲荷さんを祀る社は至る所にある。屋敷内、町内会、ビルの屋上…見渡せば数限り
なく祀られており、東京という大都市の視線、裂け目は自然の彼方、聖性に向かって開いている。
　江戸時代は都市のプランを支配していた霊山・富士山は、文化の境界の内と外を一気に打ち
破っている。「市中の山居」という言葉を生み出した茶道は、草庵、茶碗、釜、露地、生け花など、
極めて高度な技術を持って、自然への通路をつくりだしている。
　私たち現代人は、都市の空間に、高度な技術を持って何ができるのだろうか？
　今こそそれを、再考する時と考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2019 年 8 月 27 日　 情報文化研究委員会 配布資料 )
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˙ aaca 30 प年ه೦࠲　ۀࣄஊ会   
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˙ 2018 年 11 月 30 日　18ɿ30 ʙ 20ɿ30
˙東京術େֶ美術ֶ෦ୈ̏会ٞࣨ     

.$ɿ「市中の山居」をテーマとした建築家、ランドス

ケープアーキテクト、美術家の三人による座談会です。

皆さんは幅広く縦割りじゃない部分まではみ出して活

躍されているんですが、それぞれのスタンスを教えて

ください。

୩ɿ私はランドスケープを専門にしていますが、建ࡾ

築学科出身なので建築大好きです。ですがやっぱり、

常に反開発・反建築です。都会は嫌いですので、反都

会ですね。あるいは都会が建築をつくっていく向こう

に、自然というとつまらないですけど「何か次が見え

ないでしょうか？」といつも問いかけています。

౻ ā人の居場所を作ることを考えています。特に

3,11 に深く関わって、被災地に立った時に、人の居

場所がないと感じた。それから人が居ても良い場所と

か、身の置き所とか、そういうことを強く思うように

なりましたね、この７、8 年。

্ࡔ ā僕は美術家ですが、他のみなさんと同様に

チョットはみ出しているので、スタンスを説明するの

は難しいのですけど。ただ私と一緒につくったものが

皆さんの心を豊かにする、あるいはその空間を楽しく

思ってくれる、そんな時間を作れる、そんな形態・形

ができたらいいな、と思っています。そしてさらに言

うと、人間の心を超えた何かを表現したい。それが都

市空間にこそ必要なのだと思います。

ʮࠓͷࢢதͷډࢁʯඞཁ͔ʁ

、ɿ「市中の山居」とは、都会の喧騒の中にあって্ࡔ

自然に近い、心を落ち着かせる空間を指して一般的に

は使われていますが、元は茶の湯の言葉でした。茶の

湯が完成されたのは、戦国時代に黄金期を迎えた「堺」。

環濠がめぐらされ、日本史上珍しく自然から切り離さ

れた大都市空間 • 堺で、当時の人々は「自然との通路」

を希求したのでしょう。

　東京中心部では、世界に通用する金融都市となるべ

く、世界を見据えた 10 を超える巨大再開発プロジェ

クトが進行しています。2028 年までの間に 280 本の

高層ビルができます。すでに高層ビル群があちこちで

姿を現し、都市の超過密化は避けられません。そのう

ちの 35％が住居空間となるそうです。

　都市は、ロンドン、パリ、ニューヨークに限らず、

その文化を育てる主体はそこに住んでいる人たちで

す。堺は四方が堀で囲まれています。日本の都市の中

できちんと堀で囲まれ、カントリーと都市が分かれて

いたのは堺が最初で最後だろうと思います。自然と隔

離された金融都市・堺で「市中の山居」が編み出され

ました。これは茶道の発展によって生まれましたので

茶道の意味を確認してみます。

　「茶道は花鳥風月をあらわした物と所作をつなげ、

複数の人々を心の豊かな交流を庵でおこなう文化」

　「物」は我々がつくっている「建築、造園、美術など」

を意味し、「所作」は「人の動き」をあらわします。

そういう文化を当時つくりあげて、それが現在まで続

いています。

　堺の都市文化は今の東京にみることができます。新

たな都市風景の中で、私たちは日々の暮らしを営み、

働き、次世代を担う子どもたちも育っていきます。国

内外からの訪問者も多く訪れます。現代の東京におい

て「市中の山居」は必要なのでしょうか？また、必要

としたら、どのようにしたらつくれるのでしょうか？

ɿډࢁதͷࢢͷࠓ
��������������������������ηϯτϥϧΨʔσϯ

ɿ「市中の山居と言って何を話し合えばいいのか」্ࡔ

ということになってくるのですが、ひとつ共通の場所

を設けようと思い、三谷さんが設計された品川セント

ラルガーデンの見学に行ってまいりました。品川セン

トラルガーデンというのは 品川駅の昔の東南口です。

ペデストリアンデッキ（注１）に繋がっているのが、

品川インターシティというビル群の間にある南北に広

がっている場所で、幅約 45 ｍ、長さ約 400 ｍで 2ha

大きさの場所があるのです。これは公園といったらい

いのか公開空地といったらいいのか大空間でよく分か

りませんが、まずは体験してみました。こういう場所

に行くと大概、緊張してがっかりして帰ってくるので

す。しかし行ってみてなかなか楽しい 良い空間だなぁ

と皆が感じたのです。

　私達が行った時はちょうどお昼休みだったのです。

セントラルガーデンにビル群から三々五々人が出てき

まして、木陰でお弁当を広げたり皆それぞれ休んだり

していました。割と一人ひとりがいろいろな自分の居

場所を見つけて楽しんでいると感じました。奥に住宅

棟が１つあるのですが、そこにメダカがいたり、小さ

ࢯ ୩ పࡾ
ϥϯυεέʔϓΞʔΩςΫτ

ࢯ ࠸্ࡔ ނ
美術Ո
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な金魚が泳いでいたりする小さい池みたいなところが

あり、子供たちが遊んでいたり犬の散歩をしていたり

していました。フォリー（注 2）があり、その壁面に

鏡状の部分がありました。その部分に緑が映り込んだ

りもしていました。なかなか楽しくて皆くつろいでい

たのが印象的でした。
（注１）ペデストリアンデッキ：建物と建物をつなぐ歩行者専

用の歩道

（注２）フォリー：東屋的な小屋

୩ɿ我々は自分のプロジェクトに行くと何か問題起ࡾ

きてないかそっちばっかり気になってしまいます。素

直に見ることはないのですけれども、これがまあ都市

計画の中でどうできてきたかというのをお話しした方

がいいかなと思います。私が設計となっていますが、

たくさんの事務所や人々がかかわってできておりま

す。

　1983 年に計画策定委員会が始まっていました。こ

こで中心となる「歩行者大空間」は、土木インフラと

都市インフラを全部どう整備するかということから出

てきた空間です。 このスーパーブロックの地下に道

路を通して、駐車場各棟へのアクセスを取り、公共駐

車場もありというのですね 。それが 1992 年に決定され

ているのですけど、もうそれは非常に大きなファクター

だったということを知っておかなければいけません。

　1989 年くらいに「こういう空間ができるのですが

どうしましょうか」って聞かれた時に、その時まだ

30 歳ぐらいでした。人なんか入らなくていいから木

で埋めつくしましょうと言ったら、意外となるほどと

言っていただきました。ずっと河口の運河だったとい

う経緯があってこの土地が現れたのだろうと思いまし

たので、とにかくこの南北に長い形を都市の中で定着

させること、それがランドスケープの果たす責任じゃ

ないかと思いました。 地下から品川千本桜の名所が

隆起してきたというようなイメージで考えていきまし

た。日本設計、三菱地所、大林組、最後に松田平田設

計にバトンタッチされていきましたが、みんなで知恵

を絞りあって今のシンプルな形につながりました。

フォリーが点在していますが、これは地下のいろいろ

なインフラの換気口の役割をもっています。それを隠

すためにむしろ表現して人がいられる東屋にしていま

す。ここには港区と品川区とで空間自体の 4 分の 1

ぐらいのところで区境があるのです。品川区１つと、

港区２つの公園 1 つ下の中で 民間と２区が一緒に

テーブルを囲んで、同じデザインをつくろう、という

のも当時は行政的には大きな一歩を踏み出してくれた

なと思います。私は こうして木で隠れる場所じゃな

いと、絶対日本人は出てこないと思っていました。日

本人は皆シャイなので 皆がワーと集まる広場ってい

うのはどうしてもイメージできませんでした。ヒュー

マンスケールでできた、個人個人がそれぞれ居場所を

見つけられる仕組みになっています。 

　竣工は 2003 年です。 施工にも関わってくれた箱

根植木さんですね。木の状態管理もしてくれています。

とても重要なのは、この空間全部を一体管理として一

社が全部まとめてみてくれていることです。箱根植木

さんが幾つかの場所の定点観測をしていまして、全部

デジタルで情報を取っていて「管理＝空間づくり」と

ҟͱͷίϥϘϨʔγϣϯ

.$：品川インターシティーはグッドデザイン賞を受

賞していますが、審査員をしていた内藤さん、評価は

いかがでしたか？

౻：良い場所だと思います。特に真ん中のスペース。

あれだけの空間が緑で埋め尽くされているのも珍しい

と思います。それに表に出て来るものがちゃんとデザ

インされている。木をたくさん植えるのも大事ですけ

ど、全体の完成度が大切です。人が歩いたときに、あ

ちこちに新しい提案もあって楽しい。

いうことをされています。

ηϯτϥϧΨʔσϯ
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ɿ公園の概念からはみ出ていますが、身近に感じ্ࡔ

つつ、押し付けない優しさを感じました。三谷さんに

フォリーについて伺いたいです。上に登って、昼寝し

てなどいろいろと自由な使い方がされていました。

୩ɿフォリーはࡾ 1988 年にもの派のアーティスト関

根伸夫さんの事務所にお願いしました。当時関根さん

に師事されていた団塚栄喜さんが担当されました。団

塚さんにはキューブの黒いオブジェは沢山存在するか

ら、組み合わせて鏡面、ヘアライン、バイブレーショ

ンで景色を写して存在を消して欲しい、とお願いしま

した。組み合わせた立方体が色々な姿になるように二

人でやった作業でした。

.$ɿ内藤さんはアーティストとコラボすることはあ

るのでしょうか？

౻ �ありました。あまり議論はできなかったですが、

できるだけやりたいことをしてもらおうと思いまし

た。こちらは下地を作るだけですから。アーティスト

は建設や施工に対しての知識がないことが多いので、

こちらがサポートすることになります。エンジニアリ

ングが分からないと無理なこともあるので。ここらあ

たりは坂上さんに聞いてみたいところですが。両方分

かる人はあまりいないと思いませんか？

ɿ多くのアーティストが美術館ですとか、額の中্ࡔ

を目指してつくるんですね。その時は問題が起こりま

せん。ただし今日の話は「市中の山居」ですから外部

の公共空間ですよね。地震もあれば、風も吹く。何か

をつくりたいと言うアーティストは覚悟しなければい

けない。僕は「こういうアートができたからここに置

く」的なことは言いたくありません。他分野のみなさ

んとプロセスを共にするということができないかと考

えています。建築家やランドスケープの方は、まず敷

地に行って非常に深い観察をし、歴史、文化、民族の

背景も含めてイメージをつくっていることが分かりま

す。そのプロセスを共にすることからしかコラボレー

ションは始まらないのではないでしょうか。

୩ɿおっしゃる通りです。品川は一からアーティスࡾ

トの団塚さんと決めて一緒にやったという共感があり

ます。今でも毎年 1 回品川で酒を飲んでいるという

良い例です。それとは別にまったくコミュニケーショ

ンが取れなかった最悪なパターンもありました。

αΠτεϖγϑΟοΫ

୩ɿもうࡾ 1 つ話すと 70 年代からアースワークとい

うアートが生まれ、自然を素材とする表現形式を意識

するアーティストが出てきました。ロバート・アーウィ

ン（Robert Irwin）というアーティストが、サイトド

ミナント（site dominant）、サイトアジャステット (site 

adjusted)、サイトスペシフィック（site specific）と

表現しています。今までのように「敷地を支配するよ

うに彫刻を置く」という「サイトドミナント」。「敷地

に合わせよう」という「サイトアジャステッド」。そ

して「敷地と会話をする。敷地のために作品はあり、

その特徴を暴くために作品を作る」という意味で「サ

イトスペシフィック」という言葉を使うようになりま

した。　

　渋谷は巨大な建築や開発がおこなわれています。そ

れらは土地を使って人の居場所をつくるのですけど、

そもそも開発という所作は渋谷に何を与えてくれるの

か。あんな大きいことをやっていると…。

౻ɿ体に悪いですよね。

　もともと超高層は好きではないんですよ。でも一方

で、「好きではない者がマスターアーキテクトをやっ

た方がいい」とも思っています。僕も「超高層なんて

…」と思っていますよ。だけど、時代的には都市再生

特区で街を更新していくためにはやらざるをえない。

その中で、今あるものをどうやって渋谷のために改変

できるか。そこを繋いでいくのが私の仕事だと思って

やっています。超高層はその場所の個性とか持ち味と

は無縁になりがちです。人口密度が非常に上がるわけ

ですが、エレベーターで降りてきたとき、その地表面

が上手くできていないといくら再開発をやっても失敗

すると思うんです。

ɿ外国から来る観光客ですとかとても大事ではあ্ࡔ

りますが、「今日の市中の山居」という提案は超高層

の 35％の居住空間に住む生活者がどういう文化をつ

くっていくのかが大切になると思います。そういう文

化を引き受けていく良き空間、ランドスケープと僕た

ちアーティストとも話し合っていただけたらいいと思

います。アーティストは風景をつくる所から、ある意

味で置き去りにされていると感じています。その理由

もわかります。ただし、ある時代の美意識ですとか、

都市の技術ですとか、それらを持っている人たちが都

市を一緒につくっていくという風にはいたっていませ

ん。最後にこういう物を置こうか、とした瞬間に大変

な騒動が起きるということです。

୩：いろんなテーマが浮かんできました。今日は内ࡾ

藤さんに会うということで慌てて、渋谷ストリームを

観てきました。素晴らしいと思ったのは、誰でも考え

つく「ストリーム」ができて「渋谷川」に光が当たっ

たということですね。かつての渋谷川は雑居ビルと小

さな住宅が背中を向けて囲んでいて下水道のように

なっていました。新しい渋谷川は脇を歩くようになっ

ていて「渋谷は谷で川が流れている」ということを実

感させてくれます。これによって住んでいる人たちが

まちを好きになってくれるのですよね。渋谷川の側壁

に水を流していてあれは良いアイデアだと思いまし

た。暗渠から出てきた水をポンプアップしていて白糸

の滝のように側面に流していて、空虚な空間が水に満

たされています。
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Ώͬ͘Γͭͬͨ͘ͷؒҧ͍ͳ͍

୩ࡾ ā渋谷川のようなことができるということは、

我々ランドスケープ側の人間が美術館の中でアートを

観ているからだと思います。アーティストというのは、

必ずしも街そのものにテクニックで参加してこなくて

も、もっと「概念的なヒント、手がかり、をつくって

与えてくれている」存在だと感じていて、いつも感謝

しています。

ɿわたくしも他のアーティストの作品から影響を্ࡔ

受けていることもあります。すばらしいのですが「積

極的にアーティストが街をつくっていく」ことはでき

ないのでしょうか。デザイナーや職人でもいいのです。

建築家と共に、ランドスケープアーキテクチャーとと

もに一緒に考えていく方法は無いのか？一緒に街をつ

くっていくことが非常に大切なことだと思います。役

割を超えてつくるプロセスが大切だと思っています。

୩ɿアーティストとは幅が広いですが、私が今いくࡾ

つかやっている活動のなかでもアート系の人に助けら

れることとして、北川フラムさんの越後妻有アートト

リエンナーレなどの活動があります。北川フラムさん

が関わるアーティストの役割・動きは日本初です。モ

ノとか場所をつくるだけでなく、コトをつくる。アー

ティストが来てくれていきなり作品づくりではなく

て、コンセプトづくりで２つぐらいあって、非常にお

施主さんにも良い。プロセスを話せる若いアーティス

トが出てきて、モノの見方を変えてくれるという方も

現れてきて、そこからブランデイングの可能性を感じ

ています。

౻ɿ基本的に日本を動かしているのは土木です。で

すから、委員会とかやると、ほとんどが土木の人達で、

たぶん僕も建築家としては呼ばれていないことが多い

と思います。建築家はほとんど蚊帳の外です。その一

番わかりやすいのが東日本大震災でした。16 の委員会

の委員になりましたが、ほとんどが土木の人たちで構成

されていましたね、役人もコンサルタントも。僕が委員

長をやる委員会もあったのですが、その時は小野田泰

明さん（東北大学教授）に委員として加わってもらいま

した。それ以外はほとんど建築家なんていない。まして

やアーティストが入る余地は皆無でした。

ɿ恐らくそうではないかと、聴いていました。恐্ࡔ

らく建築家も土木の人たちとコミュニケーションする

本当のツールを持っていないのではないでしょうか。

౻ɿどこからかこの国はいつも「急いでつくらなけ

ればならない」ようになってしまいました。明治以来

そうでした。まずは、急いで文明開花しなくちゃなら

なかった。そうこうしているうちに関東大震災が来て、

第二次大戦で東京大空襲があって焼けて、いつも急い

で復興しなければならない事情がありました。そうな

ると、水道だ、道路だ、というように分業でやるしか

ない。まちをどうしよう、建築をどうしよう、アート

をどうしようというのは最後のところです。飾り餅の

上のミカンの様なモノ。みなさんが言うように最初か

らミカンのことも考えるべきで、人間の生きていく文

化をどうつくりこんでいくかから始めるのが本当で

す。このことは 100 年抱えてきた問題です。

ະདྷͷʮࢢதͷډࢁʯΛͯ͠ࢦ

.$ɿ内藤さんがいつか昔対談したときに「土木でも

ゆっくりつくったものは間違いない。石積みみたいに

ゆっくりつくりながら間違いも分かってきて、途中で

止めたり、つくり方を変更したりしてみんなで工夫し

ながらゆっくりつくったものは息も長いし味がある風

景になる。」と言われていました。そのあたりも伺い

たいのですけど。

౻ ā東北の震災後にたくさんの建築家が三陸に行

き、山のようにたくさんの提案をしましたがほとんど

話を聞いてもらえなかった。しかし、土木は土木の事

情があります。みんな必死でした。「私の意見を理解

してくれない、と言ってワーワー言う前に、相手のこ

とを理解しようとすることが筋だ」と建築関係の人た

ちには言っています。建築の人たちはどれだけ土木の

ことを知っているのか、どれだけ知ろうとしているの

か。同じようにアーティストも、建築空間に出てくる

のであれば、どれだけその分野のことを知っているの

か。それは大きいことだと思います。あきらかに勉強

不足です。都市計画法を読めとは言わないけれども、

「なんでそこに置いちゃあいけないのか」などという

話を多少なりとも分かってもらわないと、これからも

蚊帳の外に置かれ続けることになるでしょう。

ɿ羽田空港のアートを頼まれたときは模型をつく্ࡔ

りました。そうしないと空間が見えてこないんですよ

ね。共に空間を考えようということでしたら、人がど

こから来るんだろうとか、光はどちらから来るんだろ

うとか。そのぐらいのことはしていないと話にならな

い。また建築とか土木の人は、何十年にもわたるコンセ

プトを非常に長いスタンスで考えている。それに比べて

アーティストは、そういう考え方ができていない。内藤

さんが言われたように、一緒に仕事をするのであれば覚

悟して勉強しないといけないのだなと思います。覚悟し

て勉強してもかなり壁は高いんだなと思います。

౻ɿ図面のスケールで言えば、「1/10 でも 1/100 

でも 1/1000 でも理解しないと」という気持ちを持つ

ことが大事だと思います。

　例えば、イサムノグチさんと丹下健三さんがやった

広島平和記念公園の慰霊堂、慰霊碑の提案。残念なが

ら実現しませんでしたが、あれっていうのはイサムさ

んが殆ど自ら全てをささげて提案されたものです。イ

サムノグチさんは平和記念公園の意味と意図と全体構

成を理解した上で提案されたと思うのです。そういう

のがアーティストと建築家あるいは都市計画家の美し

いコラボレーションと言えるのじゃないでしょうか。

150％の意識でやっても到達しえないはるかに高い、

なにかそういう目標物が見えたときに、建築家も、あ

るいは都市計画家もアーティストも横に並ぶものなの

だと思います。そのときのために「常日頃からそれぞ

れを理解しようと努力する」ということがないと難し

いのだと思います。

、ɿスタートするときにどうなるかわからくても্ࡔ

オブジェができたかもしれないし、タイル 1 枚のデ

ザインなのかもしれない。それはどちらでもいいと

思っています。「わたくしという機能」をもって役だっ

た、といったフラットな形でスタートできたらうれし

いと思っています。図面なんて描かなくてもいいと

おっしゃっていましたが…。

୩ࡾ ā描かなくてもいいわけです。お互い理解すると

言っても、相手の技術を学び直すとか理解することは

必要なくて、真摯にというか、モノづくりの好きな方

がプロジェクトのチームに一緒に居てくださるだけ

で、すごく刺激を受けるわけです。そういうコラボレー

ションを一緒につくることが大事です。

つくばエクスプレス柏の葉キャンパス駅で「駅前を

木で一杯にする」と言ったら、道路課で「俺の眼の黒

いうちは木なんて１本も植えさせるものか！」と言わ

れたのです。土木と交通検査と道路課の方はたくさん

の理由があったし理路整然としていて、交通広場に木

を植えるなんて非常識だというのです。あの方たちの

論理の中では、成程そのとおりなのです。しかしその

ことは一旦忘れて、やっぱり木がある駅前がいいな、

と思った自分を信じることにしました。柏の葉アーバ

ンデザインセンターという場があって、結論が出ない

ので何回も言い合いをする。協議をする。ゆっくりつ

くり出す。お互いが考え出すプロセスが違うのです。

そういう意味で「ゆっくりつくる」ということが大事

だなと思うのです。

　アーティストは反芻みたいなイメージを追い求め

る。自分の中で何回も何回も同じことを繰り返してつ

くっている。

　つくり方は、ある意味エンジニアリングの土木的な

ロジックを積み上げて直線的に物をつくり上げていく

のと全然違うのです。その二つが同時に起こっている

現場がいいなと思うのです。　　　　　

　　　　　　　　（情報文化研究委員会　栗田祥弘）
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原風景から池へ
ー「市中の山居」の原点を探るー

౻�ኍ�
����  ਆಸݝԣࢢग़　

तڭେֶ໊༪ژஙՈɾ౦ݐ

ૣҴాେֶେֶӃʹོͯࡕ٢ਖ਼ʹࣄࢣ　

ϑΣϧφϯυɾΠήʔϥεݐஙઃࣄܭॴʢεϖΠϯʣ

٠ਗ਼ݐ܇ஙઃࣄܭॴΛͯܦɺ���� ౻ኍݐஙઃࣄܭॴ

ઃཱ

���� ʙ ����  ౦ژେֶʹͯڭतɾ෭ֶΛྺ

����  ౦ژେֶ໊༪ڭत　����  ଟຎඒज़େֶֶ

ओͳ࡞ɿւͷതؗɺ҆ಶͪͻΖඒज़ؗɺҵݝఱ৺ه೦

ज़จԽηϯλʔɺ੩ܳݝ೦ؗɺౡࠜهӜඒज़ؗɺଠޒ

Ԭݝಽ૯߹ӡಈମҭؗɺݝࢁඒज़ؗɺҪݝࣶതؗɺ

ͱΒࡔళɺ ౦ژϝτϩۜ࠲ઢौ୩ӺɺلඌҪਗ਼ಊͳͲ

�୩�పࡾ
����  ੩Ԭݝপࢢग़

ొϥϯυεέʔϓΞʔΩςΫτ

ઍ༿େֶڭत、౦ژେֶڭतΛྺ

౦ژେֶʹͯ߳ࢁᆹʹࣄࢣ

ಉେֶӃɺϋʔόʔυେֶେֶӃमྃޙϐʔλʔɾΥʔΧʔ

ˍϚʔαɾγϡϫϧπσβΠϯࣄॴɺααΩΤϯόΠϩϝϯ

τσβΠϯΦϑΟεΛͯܦΦϯαΠτܭըઃࣄܭॴΛ୩

ͱઃཱࢯݾߒ

ओͳ࡞ɿ෩ͷٰɺηϯτϥϧΨʔσϯɺౡࠜݹཱݝग़

Ӣതؗ෩هͷఉɺςϨϏே্ఉԂɺԞଟຎྛηϥϐʔ

τϨΠϧɺദͷ༿ΩϟϯύεӺલʴύʔΫγςΟʔ �ɺ� ൪

֗ɺͳͲ

࠸�্ࡔ
����  ౦ژੈా୩۠ग़　

ඒज़Ո

౦ژज़େֶʹͯాʹࣄࢣ

���� ʮεςϯϨεͰֆΛඳ͖͍ͨʯͱ৽߯ͷΛͨͨ͘

Ҏ߱ಉࣾͱදݱͱٕज़ͷڞಉ։ൃʹܞΘΔ

���� ΑΓΞʔτϫʔΫۭΛओ࠻ɺ����  ΞʔτΞιγΤΠ

πീᄔΛઃཱ

ઃܭͱݐஙۭؒʹ͓͚Δٱ߃ઃஔͷΞʔτϫʔΫʹऔΓΉ

����  �  ݄Ӭ

ओͳ࡞ɿh ө͠ჭᣡཏ ʢɦେ࢛ࡕఱԦࣉʣɺh ͳ͢Վࢁ ʢɦ

ՎཱݝࢁҩՊେֶʣɺhʹΉ͔ͬͯʱh ʹͦ·ͬͯ ʢɦӋాۭߓʣɺ

ʰͷ ʢɦౡ /),ʣɺh ͷՖ࣌ ʢɦాߓۭࡍࠃʣɺ౦ࠃژମ

ᖴՐʰΞφϨϯϚ ɺɦटߴɾதؾࠇॴɺͳͲ

.$���࿐ޱయࢠ 	 ใจԽڀݚҕһձ લҕһ 


　　　　　　　　　　　　　　　       

ಈըهஊ会࠲

httpT�//www.ZoVtVCF.com/watch W�Mi40):4M4iT

ஊձͷҊϙελʔ࠲

��



一昨年（2018.11.30）、東京藝大で開催した当委員

会主催の座談会「市中の山居」は予想外の盛況で、後

日、次回を望む声が多く寄せられた。しかし、冷静に

振り返ってみると、「市中の山居」の核心には入って

いけなかったということが委員の一致した意見だっ

た。

ʻ৺Λ༳ឈͨ͠෩ܠʼ
　そこで、情報文化研究委員会では、今後このテーマ

をどのように発展させていくかを話し合った。その結

果、まず、各委員が「心を育み、自身を優しく包み込

んだ大切な風景」を①思春期前と②大学以降（都市に

住み始めてから）の２つの側面から挙げてみようとい

うことになった。

　春先の雪に芽吹く福寿草、裏路地、クローバーの原っ

ぱ、地域の生垣や桜並木、ジャズ喫茶、飲屋界隈、海

辺の風景、磯溜まり、神社の階段…大切に思える様々

な風景が語られた。

　ところが、どの委員の挙げた原風景も、今では既に

失われ、継承されていなかった。それどころか、各人

が東京に住み始めてからの「心を育てた風景」も大き

く変わってしまっていた事実に、全員今更ながら愕然

とした。

　東京は、日本は、世界は、目まぐるしく変化してい

る。江戸時代の変化速度が 1 キロとすると、現在は

80 〜 100 キロのスピードで疾走しているそうだ。人

類史上、最も高速な環境変化の中に生きている。それ

は止まるどころか、今や第 3 次産業革命（コンピュー

ターの時代）* に入ろうとしている。モノのインター

ネット（IoT）、ロボット工学、AI など、新たな技術

が疾走し、さらに加速し、その先に遭遇する風景は霧

に包まれている。このように物と情報の関係が激変す

る状況下で「市中の山居」の意味するものは何だろう

か。

ʻࣗવͱ͕ܨΔ෩ܠʼ
　それぞれが挙げた「心を育てた風景」を注意深く見

ていくと、ほとんど建造物が挙げられていなかった。

一方、共通していたのは、どこか自然に繋がっている

風景だった。商人の町・堺で生まれた「市中の山居」。

ヨーロッパのギルドでは出てこない発想だろう。都市

にあっても自然との生感覚を取り戻していかないと魂

が枯れていく…など議論が弾んだ。

　このようなことから、情文として「市中の山居」を

仮に定義づけてみたところ、「都市の中で、自然とど

のようにつながるかの方策だ。都市の中にあり、人工

的、文化的でありながら、自然とつながっているとこ

ろを指す。」となった。

　そして、具体的には、1 人の委員が挙げた「市ヶ谷

の釣り堀」がヒントになって、「東京の池」をテーマ

に「市中の山居」を考えていくこととなった。

ʻ౦ژͷ८Γʼ
　東京は水の都として川や水路は多く論じられている

が、池に関する考察はほとんど見当たらない。池は風

景、文化と密接に結びついている。何よりも池は簡単

に埋め立てられる。残そうという意思がないと残せな

い。どのようなことから池は残ったのだろう。

池を通じて「市中の山居」が意味していることが見え

てくるのではないだろうかと、早速、代表的な 4 つ

の池を巡ってみた。

　第 1 回池巡り（2019.10.12）

　　　六義園、三四郎池、不忍池（参加者 10 名）

　第 2 回池巡り（2019.12.14）

　　　小石川後楽園（参加者 9 名）

　池巡りの共通テキストとした小沢信男 / 冨田均著

『東京の池』によると、4 つの池はいずれも江戸時代

に整備され、主に大名庭園の池だった。たった４つの

池からも様々なことが見えてきたが、東京にはもっと

異なった成り立ちの池もあるはずだ。

　私たちモノづくりが、現代の過激な時代の潮流に吞

み込まれないためにも、また、次世代に引き継ぐ風景

を創出していけるように、情文では引き続き池巡りを

続け、機に応じてレポートや座談会などで発信してい

きたい所存だ。　　　　

                                    　　（aaca 会報誌  2020.4. NO.87 掲載）

*18 世紀の第１次産業革命（機械の時代）→第 2 次産業革命（電力・電

子の時代）→第 3 次産業革命（コンピューターの時代）→第 4 次産業

革命（コネクテットの時代）→超スマート社会？

「市中の山居」を探るキーが
“ 東京の池 ” に ?!  ①

情報文化研究委員会　元委員長 故 坂上直哉

「市中の山居」を探るキーが
“ 東京の池 ” に ?!  ②

　『池の水ぜんぶ抜く大作戦』という TV 番組が人気

だ。いつも風景として見ている池の中には何があるの

だろう？池は私たちの想像をかき立てる何かがあるに

違いない。

　当委員会主催で開いた鼎談『市中の山居』（2018.11）

に端を発し、「池」に現代の「市中の山居」を探るカギ

を求めようと、東京の池巡りを 2 回実施（2019.10&12）

したところでコロナ禍に突入してしまった。（2020.4 会

報誌 No.87）

�ΦϯϥΠϯձٞͷ࢝·Γ࢝·Γʼ
　再開したのは去年（2020）11 月。オンライン会議

（Zoom）がスタートした。集まっての池巡りも会議も

不可。取材も不可…途方に暮れたが、まずは各人が関

心をもった池を取り上げて、話題を広げていこうとい

うことになった。3 週間ごとの水の日、水曜に「ワイ

ガヤ会議」と称して約 1 時間半、文字通りワイワイ

ガヤガヤが始まった。

ʻ ;PPNϫΠΨϠձٞ໘ന͍ʼ
　やってみると Zoom 会議もなかなかのもの。日頃の

委員会では会えなかった関東圏以外の委員の参加が得

られる。そうすると、これまで東京周辺に限っていた

話題が、奈良や京都、富山、島根と広がって、各地の

池事情が見えてくる。

　淡路島に行った三瓶委員から、日本一「ため池」が

多い（約 23,000）と報告があると、島根の中村委員

から「しまねため池保全管理サポートセンター開設」

の新聞記事が送られてくる。関西の大田委員からは奈

良のため池は「四角い皿池」との発言を得る。雨山委

員によると、目黒区碑文谷公園弁天池は昔ため池とし

て使われていたそうだ。そうか、東京にもため池はあっ

たのだ。でも、関西に多いのはどうしてだろう？それ

はですね〜と、また話しが弾む。

　Zoom では資料の同時共用が可能だ。立松委員が動

画で紹介してくれた京都の代表的な池は、東京の大名

屋敷とは明らかに佇まいが違うことが参加者に瞬時に

伝わる。栗田委員が大宮氷川神社を取り上げて「神域

の池」を考えさせてくれたかと思えば、同じ神社仏閣

でも、奈良の寺院池の風情は全く異なっている。大田

区の池を調べた置鮎委員からは、国分寺崖線を中心と

した高低差図が提示される。東京の地形が一目瞭然で、

「湧水」について一同合点がいく。

　さらに、ワイガヤ会議の面白さは、他の人の発表に

触発されて、新たなダイナミックな展開があることだ。

　坂上委員の撮った美しい写真は、交通量の多い都心

にありながら、新宿御苑や目黒自然園の池にはカワウ

やアオサギ、カワセミなどがイキイキと生を営んでい

ることに気づかせてくれた。そして、露口がカルガモ

親子のお引越し報道につられて知ったのは、鶴見川流

域に約 4,900 もある「調整池」の存在だった。すると、

今度は高橋委員が四谷南元町公園の地下に雨水調整池

があると教えてくれた。

ʻ ��ϲॴͷ͕ҙຯ͢Δͷʁʼ
　本年（2021）8 月までに 14 回の zoom を重ねた結

果、最初は中川委員が心安らぐ風景としてあげてくれ

た「市ヶ谷の釣り堀」から始まって、60 ヶ所近くの

池があがっていた。

　一度それらがそのような池なのか見直してみよう

と、大田委員と置鮎委員がつくって下記の分類項目に

従って、各自が自分であげた池を独断と偏見で分けて

みた。

　源流の池、灌漑の池、棚田池、防御の池、防災の池、

近代インフラの池、文化の池、都市遊水の池など。

　紙面の都合上、まとめたリストは掲載できないが、

今後この中から何が見えてくるのか楽しみだ。

ʻ·ͩ·ͩଓ͘ͷཱྀʼ
　地球は 70％が水から成っている「水の惑星」だ。

人間の体も 60％が水。だから私たちは「溜まった水」

に惹かれるのか。それにしては近代化、都市開発の名

の下に、都市文化と自然の結節点だった多くの池が埋

め立てられてきた。

　「地図の共有は文化の共有に、文化の共有は志の共

鳴にいたる」。鶴見川流域ネットワーキングが掲げて

いる言葉だ。

　近頃、情文研委員はどこに行っても池が気になる。

坂上前委員長から引き継いで、高橋副委員長とともに

「現代の市中の山居」を探るワクワクドキドキの旅を

続けていきたい。        

　　　　　　　　　　　 (aaca 会報誌  2021.10. NO.91 掲載 )

情報文化研究委員会　前委員長 露口典子

露口典子
　情報文化研究委員会 前委員長

　文化環境プロデューサー　企画手
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　aaca 情報文化研究委員会の発足者であり、長年委

員長をされていた故 坂上直哉さんが提唱された、東

京の過密都市空間に「市中の山居」を作ることは可能

だろうか？このテーマで開かれた座談会（2018 年）

は、大変興味深い命題であり多くの課題を投げかけ、

残された我々に議論の尽きない一石を投じました。人

工物だらけの都市空間において、人々の過ごした日常

の記憶と、唯一無二の場所として、なくてはならない

癒しの風景。坂上氏は、「心を育み、自身を優しく包

み込んでくれた風景」と称し、言葉を残されています。

　いつまでも変わらないでいてほしい場所…。それこ

そが市中の山居ではないのか？ところが既に、我々を

取り巻く都市の環境は目まぐるしくその姿を変え、「今

は失われた風景」が多くを占めようとしています。

　「市中の山居」とは何なのか？「都市の中で、自然と

どのように一つになるかの方策」とも語られたその内容

とは…？ 情報文化研究委員会の研究が始まりました。

　委員の皆さんから伺った場所とは、「町の中華屋さ

ん」や、「ジャズ喫茶」「神田川」「路地裏」「野原のク

ローバー」「青山の大銀杏」「市ヶ谷の釣り堀」「出世

の石段」「近所の喫茶店」「東京タワー」「六本木のラ

イブハウス」「ゴールデン街」「九段下のお濠」等々と

様々で、その時の「解」として「都会の喧騒からひと

時逃れられるエスケープゾーン」そんな場所を指して

語られた言葉ではないか？更に考察は白熱して、「人

工物か自然物か…」的な話を経て、既に現実と符合し

ていない膨らんだ記憶も重なり、心の中に鮮やかに映

し出される素敵な映像を皆さんがモノローグとして大

切にしてきた景色だと感じました。記憶の片隅に残る

1 枚の写真のような心像風景として見えてきたもの

は、何か特定の場所というよりも、一片の時間を切り

取ったその時の記憶。時や天候、匂い、味覚、音、感

情、登場人物…などなど。様々なとある日の機微を鮮

明に思い出させ、記憶している小さな風景…。そんな

風景にこそ心癒された記憶があることに気付かされました。

　次に注目した切り口は、根源的な「場所の持つ力」

ではないのかとの考えでした。人々が集まる場所とい

うのは、潜在的、無意識下において人々を引き寄せる

力があり、必然的動機の成り立つ理由が存在するので

はないか、という仮説です。中世における堺の街のよ

うに、利にかなった場所。海上交通の要所、商業の要

地にして、商人たちの自由な自治権に守られ、富が集

まり、その自由な風が世界中から人・物を集め、街を

作り上げたのではないでしょうか？人間の欲求を満た

す場所として、多くの人々が集まる場所とはどんな場

所なのか。大きな平地には大きな河川が流れ、台地と

平地の境には道が引かれ、人々が移動する大きな道（後

の街道）が発達していきました。多くの樹木を有する

台地には豊富な地下水が流れ、崖線沿いには、清水が

湧き出る場所が多くみられます。良い水がたくさんあ

る場所に人々は集まり、町ができたでしょう…などと

考えると、生命を引き寄せるマグネット的な要素に地

形や自然の力は大きく関わってくるようです。

　ここで初めて登場したのが「池」でした。池の多く

は人工物であり、流れのある川とは少し趣が異なりま

す。蛇行した川が取り残され「三日月湖」として成立

するケースや、地形的に低地で、豊富な雨水が湿地を

生み、成立した池も勿論あると思いますが、其方の呼

び方は主に　「沼」となります。池とはその有効性に

気付き、人が作為的に「沼」を作りだした工作物。水

は、田を潤し米を作り、食が人を集めて文化が生まれ

「市中の山居」を探るキーが
“ 東京の池 ” に ?!  ③

    情報文化研究委員会　委員長 高橋圭太郎

ました。集落はやがて村となり、町…都市へとなった

のだと思います。あらゆる生物は水が無ければ生きて

いけませんし、水辺には食を生産する力があり生命を引

き寄せる潜在的な力が存在するようにも思えます。

　「池」とは、自然を「写し」、人の持つ根源的な生物

としての本能を刺激し、街中に居ながら自然を感じ取

れる唯一無二の場所でありました。

　余白の無い大都会に残されたそれは、今昔を問わず

経済性優先の社会において、密集地の高度土地利用と

いう、行きつく先としてまずもって埋め立てられる定

めなのかもしれません。

　江戸の落語や浮世絵に登場する「神田お玉が池」や

「赤坂溜池」「角筈十二社の池」など、あの不忍池です

ら、明治期には湖畔を広く埋め立てられて田畑とした

り、競馬場となったこともあったようです。

　現在も、その存続を許され続けている希少な「池」

にこそ、人の強い意志が働いた場所であり、現存する

都心の「池」は選ばれた池に他なりません。選ばれた

「池」にこそ連綿と続く人々の安寧への願いが内包さ

れているのではないでしょうか。現在、残された池の

殆どが護岸化され、大雨などへの備えとして調整池の

機能を持ち併せて、災害対策、治水的役割を担ってい

ます。温暖化の影響か、益々、激甚化する自然災害の

脅威と対峙する大切な装置でもあります。

　また、日本人の心の深層には、アミニズム的思想が

流れ、「科学と自然、何方にも偏らず恵みを取りつく

さず…」の考え方があり、自然と共生する思想に根源

的な倫理観、美意識、死生観があると思います。

　かつての池は、水面に観える不思議な「写し」の場

所でもありました。水面に映る多彩な表情が人々を癒

し、亡き人と邂逅させ輪廻を連想させました。

　波紋の広がりは集団で生きることが定めである人間

社会の鬱積を溶かし、激烈な競争社会を最後の最後ま

で戦いながら生き抜く現代人にとって、「市中の山居」

とは、何物にも代え難い美しき記憶とともに、これか

らも求め続けられる符号でしょうか。「市中の山居」

を探す旅（考察）は、その根源的な理由を解き明かし、

人の生きる力、「池」の持つ力を再認識する作業と至

りました。
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　  平安から伝わる市中の山居「浄瑠璃寺の池」

現代の「市中の山居」
ー３つの池を考えるー
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「市中の山居」を探る３つの池
 情報文化研究委員会　副委員長 栗田 祥弘

　長く人の心に残るもの。時代が変わっても生き続け

るもの。心象風景。そのような普遍性のあるスペシャ

ルな場に人々は心を躍らせ、時代に合った文化を創り

続けてきた。様々な過渡期、変換点を迎えている今の

時代において、改めてこの「変わらないもの」への理

解を深めることで未来に対する正当な投資ができるの

ではないだろうか。

　日本の都市部は、近年大都市であるメトロポリスが

つながりメガロポリスと呼ばれる超高密度巨大都市群

となってきた。それが短時間の間に急速に作られて

いった。周辺の風景が急速に変わるなか、人の心に残

り続けている変わらないものは何であろうかと議論を

持ち寄った。そこで出てきたものは「池」であったり

「森」であったり「山」の景色だったり、構築物だと

東京タワーなどだった。建築などの人工物よりも自然

を感じさせるもののほうが多かったのが印象的であっ

た。この議論は正式な調査ではないし、年齢や感性の

偏った人たちの意見でしかないが、そこから感じられ

るのは、特に都市部において「自然」という「変わら

ないもの」を求め、心象風景の記憶に焼き付けている

ように感じる。

　高密度な都市の中に「自然」を求めるという考え方

は昔からあったようだ。そのひとつに「市中の山居」

という言葉がある。直訳すると「都市に山の住処をつ

くること」となるが、もう少し広くとらえるのであれ

ばこのようにも読めないだろうか。

　「市中の山居」とは「都市の中で自然とどのように

つながるかの方策。都市の中にあり、人工的文化的で

ありながら、自然とつながっているところを指す。」

　自然との繋がりは、時として災害という負の恩恵も

少なくなかった。歴史の中で様々な事業が行われた結

果、人の住める場所を作っていった経緯が日本にはあ

る。近代に入りその動きはより急速に、より合理的に

なっていった。その結果作られたのがカミソリ堤防で

あったり、渋谷川などの河川や雨水貯留槽の暗渠化や

垂直コンクリート護岸に落下防止の大型フェンスが取

り付けられた調整池であったりした。近代において高

度経済成長の中、人が生活するために自然と距離を置

く方法を近代日本の都市計画では行ってきたように思

う。21 世紀になり、人口減少や成熟社会、SDGs など

ʪദͷ༿ΩϟϯύεɾΞΫΞςϥεʫ
　１つ目は千葉県柏市に作られた柏の葉キャンパス内

に作られたアクアテラスと呼ばれる調整池。柏の葉

キャンパス駅周辺で進む「柏北部中央地区一体型特定

土地区画整理事業」（2000 年）の一部として整備さ

れた従来型の調整池を、大規模改修して 2016 年に一

般公開された親水公園。調整池が持つ空間資源として

の可能性に着目し、「見るだけの池から触れ合える水

辺へ―治水機能と親水性を両立した多様で寛容なパブ

リックスペースの創出」をテーマとした。まちづくり

を推進する UDCK（柏の葉アーバンデザインセンター）

と、公共（区画整理事業者：千葉県、管理者：柏市）

と民間事業者（三井不動産を主とする周辺地権者）の

連携による高質化を実現。1.8 ｍのフェンスは無くし、

手摺りのデザインも軽やかにし、水辺との境界は植物を

設けることで人工的な手摺りを無くす工夫をしている。
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2 つ目は埼玉県越谷市にある大相模（おおさがみ）

調節池。UR 都市再生機構が埼玉県の同意を得て越谷

レイクタウンの地区中央に設置した池である。越谷市

が推進する地区整備事業である越谷レイクタウン事業

の一環として施工され（1996 年に特定土地区画整備

事業決定、2008 年に町開き）、「新しく水と共存文化

を創造する都市」をスローガンに、水害対策を考慮し

ながら地域住民の憩いの場として池の一部を開放し自

由に利用できるようになっている。元荒川と接続して

水害時の河川の水量を調節する機能を持つが、平常時

も一定の水量を入れることで池の水質を保ちビオトー

プ機能も持つ。垂直護岸は最小限になり、1.8m のフェ

ンスも低めのフェンスに代わり景観には一定の配慮を

おこなっている。水辺の地域活動としてはフェスとし

て「Lake and Peace」、アクティビティやキャンプ体

験として「越谷技博」、「レイクタウンランニング」や

「越谷いちごラン」なども行われている。
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　３つ目は東京都町田市の住宅街にある高ヶ坂の松葉

調整池。通称「めだか池」。1998 年の区画整理事業

により築造された調整池を、1999 年環境庁所管「自

然共生型地域づくり事業」の補助を得て、豊富な湧水

を活かしビオトープとして整備した。垂直コンクリー

ト護岸と 1.8m のフェンスで囲まれた池だが、ビオ

トープ機能を維持するために最低保水量を確保できる

仕組みとし、地域住民や NPO 法人（鶴見川源流ネッ

トワーク）が自発的に清掃活動や自然観察会などを

行っている。　

　新しく都市をつくる中で、高密度に建築を埋めるだ

けではない解決案が出てきていると感じる。「自然」

を大胆に取り込んだ安全なまちを人々が望んでいるの

かもしれない。今回の３つの池は防災と自然という複

合用途に人の居場所を設けている。土木と建築と美術

が境界を越えて市中の山居を創っている例ではないだ

ろうか。建築美術工芸協会は様々な分野や領域を超え

て未来を語る場にしたいと考えている。これからの未

来は、縦に区切られた領域をもっともっと横につなげ

ていくことが必要とされてている。これらの実例を踏

まえて、未来の新しい都市の在り方を、境界を越えて

探っていく一助にしたい。

の議論も声高にされるようになってくると、人々はま

た自然と寄り添って生きていきたいという思いが強く

なっているのかもしれない。

　非日常時の災害時対策は考えながら、日常時は都市

部でももっと自然と繋がって生活したいという現代人

のささやかな願いが生まれている。このような実例は

どのようなものがあるだろうか。調べていくと「池」、

特に水害対策としての機能をもつ土木工作物である

「調整池」や「調節池」が人や社会とつながる形で新

しく作られているものがあることに気づいた。それが

新しい都市や社会をつくるにあたって大きな価値や可

能性を示し始めていると分かった。今までイメージさ

れてきた垂直コンクリート護岸の荒々しい人の気配の

ない土木工作物の池が、都市の中心となり水害対策も

施しながら生態系にも寄与する「人の居場所」になる

場所へと新しく変貌し複合化し始めている。以下に情

報文化研究委員会で現地調査を行った 3 つの池を紹

介する。

ϝΨϩϙϦεతີߴڊେ܈ࢢ
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UDCK 出口 敦センター長
　　　　　インタビュー

֗ͳΈͱΞΫΞςϥε

情文研ͱΞΫΞςϥεͷग़会͍　　　　　
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͋ΔͩͬͨΑ͏Ͱ͢ɻ　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　ʢ情報文化研究委員会　ܓڮߴଠʣ

ΞΫΞςϥεͱࢪۀઃ

⁞Δʔ͑ߟʯʔ̏ͭͷΛډࢁதͷࢢͷʮݱ

 柏の葉・アクアテラス

　柏の葉アクアテラスは、つくばエクスプレス柏の葉キャ

ンパス駅周辺で進む「柏北部中央地区一体型特定土地区

画整理事業」で整備された従来型の調整池を、憩いの場

となる親水空間へと整備を行ったものです。

　駅から周辺へと開発が進むなか、調整池がもつ空間資

源としての可能性に着目し、「見るだけの池から触れ合え

る水辺へ」をテーマに、まちづくりを推進する柏の葉アー

バンデザインセンター（UDCK）を中心とした、公共（区

画整理事業者：千葉県、管理者：柏市）と民間（三井不

動産株式会社を主とする周辺地権者）の連携により高質

化を実現したものです。

　　　　　　　　　　　　　（柏市ホームページより）

ॴࡏ　ઍ༿ݝദࢢ
　　　　ͭ͘ΤΫεϓϨεദͷ༿ӺΩϟϯύεӺԼं
໘ੵ　 ������ ᶷʢΠϊϕʔγϣϯΩϟϯύεʣ
　　　 ����� ᶷʢΞΫΞςϥεʣ
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　情報文化研究委員会として「市中の山居の未来」を

テーマに、将来の都市環境が人や自然とどのようにつ

ながっていくのかを研究している。未来のまちは非日

常の災害に対応しながら、日常には人が憩いたむろで

きる場を核とした個性のある場になって欲しいと考え

る。それを考える上で、千葉県にある柏の葉キャンパ

ス・アクアテラスのまちづくりは調整池を活用して、

災害対策も親水デザインも積極的におこなわれてい

る。UDCK（柏の葉アーバンデザインセンター）セン

ター長であり東京大学大学院新領域創成科学研究科教

授である出口敦氏に、東京大学本郷キャンパスにて対

面インタビューをおこなった。

ग़ޱɿ調整池の計画は、九州大学で働いていた 18 年

間でキャンパス移転計画を任せられた時にたくさん経

験しました。九州大学伊都（いと）キャンパスの敷地

は、みかん畑などであった丘陵地を 270ha 開発した

もので、11 〜 12 ケ所の調整池を必要としました。

大雨が降った時に一時的に河川へ水が流れ過ぎないよ

うに計画された調整池で、全て計算に基づいて大きさ

と位置が決められており、後からでは容易には変えら

れない仕組みでした。 

　2011 年に東京大学へ来たのですが、柏の葉のまち

づくりに関わり始めたのはその頃からです。柏の葉の

話をする前に都市間鉄道の「つくばエクスプレス」に

ついて説明が必要です。筑波と東京をつなぐこの鉄道

を計画するにあたって、沿線を土地区画整理事業とし

て開発する方法を取りました。そのためにつくばエク

スプレス沿線には多くの調整池が区画整理の開発と共

に生まれました。

　柏の葉は明治時代の開拓に三井財閥がかかわられ、

開拓前は馬の牧場でした。その場所がゴルフ場となり、

柏の葉キャンパス駅周辺地区の一部となりました。大

雨の時に下水道に流れ込む大量の水をいったん調整池

で受け止めて、その後下流の川へ流していきます。調

整池は一般的にはコンクリートによる垂直護岸になる

ケースが多く、柏の葉キャンパス駅から近い大規模な

調整池は何とかしたいと三井不動産の当時の菰田（こ

もだ）社長とも話をしました。

　池を中心とした都市開発の事例としてロンドンの

チェズウィックパーク（Chiswik Park）が挙げられま

す。建築家のリチャード・ロジャースが設計したエリ

アで、調整池ではないですが中央の池を建築が取り囲

む良いデザインです。チェズウィックパークを１つの

参考例として、調整池を水辺にみたてて整備を進める

ことになりました。

　ここで問題が出てくるのが池の管理方法でした。良

い環境を維持するためには新しい管理スキームが必要

でした。まず協議会をつくり、水辺空間をつくること

で地権者に受益者負担として管理費用の一部の負担を

お願いしました。それを基に UDCK が柏市と管理協

定を結ぶこととしました。その時に、UDCK と柏市と

で管理する境界線を明確にした上で取り組みました。

最終的には 「UDCK タウンマネジメント」という一般

社団法人が、管理運営を担っています。まちは時代と

共に変わります。変化できるまちだけが生き残ります。

デザインだけでなく「仕組み」も考えていかないと「池」

を活用した素敵な環境はつくり出せないと考えています。
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ஔ҂ɿ多摩ニュータウンに住んだ経験から、新しくで

きた都市になかなか期待ができません。柏の葉キャン

パスも同じようにならないか心配しています。最近は

都市には光の部分とともに多様な影の部分も作ってい

かなくてはいけないのではないかと考えるようになり

ました。 

ग़ޱɿ多摩ニュータウンに関しては、まず時代背景の

理解が必要かと思います。当時の高度成長時代では早

急に住宅地をつくらなければなりませんでした。早く

住宅地をつくることが良いことだとも思われていた時

代でした。そこから学んだことは、「まちは早くつく

ると早く衰退する」でした。できるだけ長い時間をか

けて丁寧に開発していけば良いのですが、大量の財政

支出をして何十年、何百年と時間をかけるとなると、

お金も根気も続きません。「都市は時代のマーケット

に関連してつくられる」ということは必然です。マー

ケットは無視できません。タイミングとマーケットを

うまく考えながら多様なワクワク感や楽しさのあるま

ちをつくり、一方で持続性にも配慮していくという難

しい課題が常にあります。

　人口減少が進む未来において、まちが衰退すること

で社会と接点をもてなくなっていく場所が増えていき

ます。例えば商店街でシャッター店舗がでてきたり、

使われない空地ができたりするでしょう。これからの

人々はその「社会と接点を持てなくなった場所」を、

過去と違う形で社会と接点を持たせる工夫を見つけて

いかなければなりません。自然に戻すことも含めてそ

の「場所」と「人」「社会」をつなげる役割が求めら

れるでしょう。その力があるのは実は「アート」の分

野なのかもしれません。 

　　　　　　       （情報文化研究委員会　栗田 祥弘） 

6%$, ʹలࣔ͞Ε͍ͯΔΞΫΞςϥεपลܕ

出口 敦
　1961 年　東京都生まれ

　1990 年　東京大学大学院博士課程修了（工学博士）

　1993 年　九州大学助教授　

　2006 年　同大学教授

　2011 年〜　東京大学大学院新領域創生科学研究科教授

　2021 〜 22 年　同大学大学院研究科長

　2024 年〜　同大学執行役・副学長

　2011 年〜　UDCK センター長

ΠϯλϏϡʔ　2022 年 12 月 22 日

　　　　　　　　　ʢ東京େֶ　本ڷΩϟϯύεʣ

ϝϯόʔ　ඌ㟒ݩ୲ཧࣄɺ࿐ޱલ委員ɺڮߴ委員

ࢬɺஔ҂ૣஐࢠஐࢁ෭委員ɺӍా܀　　　　　

Φϒβʔόʔ　ࣣࣈ༞հ

あっても、その水量を確保できるのであればいろいろ

と付け加えることができます。アクアテラス内にある

象の鼻のような長細いでっぱりは、そのような理由で

OK になっています。ですから調整池の中に島を作る

ことも可能です。

ɿアクアテラスでどうしてもできなかったことはా܀

ありましたか？

ླɿ管理の関係で、池の底を「土」ではなく「コン

クリート」で固めなくてはならないということがどう

しても覆すことができませんでした。自然環境をつ

くっていくということで、できれば「土」の底で池を

作りたかったです。

　一般的に調整池に取り付けられる 1.8m のフェンス

は、自然型の新しい調整池をデザインするという方向

性になった段階で、特に大きな抵抗もなく取り外しの

OK がでました。池の管理を UDCK でおこなうという

こともあったかもしれません。

࿐ޱ ā柏の葉キャンパスの都市計画は、ビジョンを

もって議論されてきたとのことですが、アクアテラス

の調整池に関わる部分でどのようなビジョンを持たれ

ていたか教えてもらえませんか。

ླɿビジョンとしては「柏の葉国際キャンパスタウ

ン構想　８つの目標」を掲げています。その中でも「目

標１：環境と共生する田園都市づくり」と「目標７：

質の高い都市空間のデザイン」が大きな目標になって

います。「緑・水・空」を享受できる都市デザインを

田園都市づくりとしてきました。

େాɿ初代センター長である北沢さんの考え方が、一

過性のものではないこれからの考え方として柏の葉

キャンパス・アクアテラスにも大きく影響していると

思いますが、如何でしょうか。

ླɿ北沢先生の考え方の影響は非常に大きく、北沢

先生がいなければ柏の葉キャンパスのプロジェクト自

体なかったかもしれません。まちづくりは時間がかか

るものですが、行政の役人は 2 〜３年おきに配置換

えをするため長く関わることができません。そこで

アーバンデザインセンター柏の葉という組織を作っ

て、大学などの教育機関の人々を関わらせたのは正し

かったのではないかと思います。教員はそんなに簡単

に変わったりしないため長くそのまちと付き合ってい

くことになります。そのような仕組みも含めて影響力

　情報文化研究委員会として「市中の山居の未来」を

テーマに、将来の都市環境が人や自然とどのようにつ

ながっていくのかを研究している。未来のまちは非日

常の災害に対応しながら、日常には人が憩いたむろで

きる場を核とした個性のある場になって欲しいと考え

る。それを考える上で、千葉県にある柏の葉キャンパ

ス・アクアテラスのまちづくりは調整池を活用して、

災害対策も親水デザインも積極的におこなわれてい

る。この計画に当初から関わっていた UDCK（アーバ

ンデザインセンター柏の葉）ディレクターであり千葉

大学准教授である鈴木弘樹氏にリモートによるインタ

ビューをおこなった。

ླɿ柏の葉キャンパスの池は、千葉県がおこなった

全体開発の中で新しくつくられた調整池でした。ゴル

フ場から造成され仮の調整池を作られた状態でしばら

く放置されていたため、この調整池を自然型の人のつ

どえるものにしようということで話が進みました。先

に通常の調整池をしっかり作られていたら今のアクア

テラスのようなものはできなかったと思います。

UDCK の初代センター長である故北沢猛氏と当時柏市

長だった故本多晃氏が意気投合して、三井不動産を巻

き込んで計画を進めていきました。

　UDCK としては水辺空間と先進的なまちづくりの視

察としてアメリカ・オレゴン州のポートランドへ皆で

行きました。特に注目したのは都市再生の成功事例と

して注目されるパール・ディストリクトで一体的に開

発された公園のひとつであるタナー・スプリングス・

パ ー ク（Tanner Springs Park） で し た。(https://

parkful.net/2018/04/go-to-portland-05/)

　環境保全、防災対策、アート発信、歴史の継承、市

民の憩いなど様々な価値を作り出していました。この

ポートランドの計画に携わった日本人がいて、その方

にもプロジェクトに参加してもらい水辺空間を計画し

ていきました。

　都市計画のルールとして、まちの１階部分（特に水

辺に面する建築）はオープンな構造とし、人が出入り

でき憩える場としました。（これは越谷レイクタウン

のイオンなどの店舗ではできていない部分である）調

整池のルールとしては、災害時に基準の水が確保でき

れば良いので、障害物となるような物が水辺や水中に

UDCK 鈴木弘樹ディレクター
　　　　　インタビュー
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は大きかったです。

Ӎࢁɿ今回見せていただいたアクアテラスの写真は全

て人が入っている写真で、より「まち」を感じること

ができました。

ஔ҂ɿアクアテラスを現地視察した時に感じたのは、

新しいまちは建物がどれも同じに見えて、そのまちの

個性をなかなか感じることができませんでした。もう

少しなんとかならないのでしょうか。

ླ �まちにある「光と影」の部分で、計画では「光」

の優等生な部分をどうしてもフォーカスされがちで

す。「影」という言葉が正しい言葉か分かりませんが、

もう少し人間味があふれた場も作っていかなければい

けないと思って高架下に「かけだし横丁」という 20

店舗程度が集まる飲食店街を計画しました。このよう

な生々しい場所をもっと考えていかなければならない

というのは、今後の都市計画の課題かと思います。

ɿ都市計画はまちの開発が終わった時がゴールにా܀

なりがちですが、その後も人や時代はどんどん変わっ

ていきます。開発終了後の展開として配慮した点など

ありましたら教えてください。

ླɿニュータウンでの失敗例として、開発されたタ

イミングで入居された人たちがそのまま高齢になって

いき、まちの年齢層が固定化されて新しい年齢層が入

りにくいということがありました。その反省点から、

集合住宅は賃貸を多くし循環しやすいように配慮しま

した。また大学の研究機関も多いのでそこでも循環し

入れ替わりがしやすいのではないかと思います。　　　　　

　　　　　　　　（情報文化研究委員会　栗田祥弘）

鈴木弘樹
　東京電機大学工学部第一建築学科卒業

　東京電機大学大学院理工学研究科建設工学専攻修士課程修了

　栗生総合計画事務所

　博士（工学）　東京大学

　千葉大学大学院工学研究科建築・都市科学専攻 准教授

　UDCK ディレクター

ͭ͘ΤΫεϓϨεߴՍڮͱΞΫΞςϥε

ΠϯλϏϡʔ　2022 年 12 月 1 日　ʢϦϞʔτʣ

ϝϯόʔ　࿐ޱલ委員ɺڮߴ委員ɺా܀෭委員　

　　　　　Ӎࢁஐࢠɺେాහɺஔ҂ૣஐࢬ

Φϒβʔόʔ　ࣣࣈ༞հ

େ૬ௐઅ
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越谷レイクタウン 大相模調節池

　                ӽ୩ࢢຽͷ情ͱ·ͪͮ͘Γ
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                                             ʢ情報文化研究委員会　ా܀߂ʣ

　同地域に流れる元荒川の治水を目的とした調節池。明

治から昭和初期に存在した大相模村から大相模（おおさ

がみ）調節池と称する。面積は約 40 ha で不忍池の約 3

倍に相当する。周辺は遊歩道や桟橋などが整備され、毎

年 11 月にイオンレイクタウンへ出店するゼビオグルー

プヴィクトリアが主催する越谷レイクタウンランニング

が開催され、池でヨットやカヌーが練習する。　

　駅から周辺へと開発が進むなか、調節池がもつ空間資

源としての可能性に着目し、「見るだけの池から触れ合え

る水辺へ」面積約 40ha、深さ最大約 5m の調節池が完成

し、120 万立方メートル（東京ドームと同程度）の水を

受け入れることが可能となった。( Weblio 辞書 より）
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　2008 年 4 月に「まち開きオープニングフェスタ」

をおこなった越谷レイクタウンは、埼玉県越谷市の田

園地帯に洪水調節池と新市街地を合わせて計画した大

プロジェクトでした。形状は池に対して地面が突き出

すようなペニンシュラ型（半島型）をしています。し

かし越谷レイクタウン整備事業の最初の案は、現在の

姿とはまったく違う形をしていました。今回はこの形

の開発にいたるまでの話をさせていただきます。

ͷॳҊܗͱҧ͏࢟ͷࡏݱ
　越谷のこの計画地周辺は土地が低い場所でした。

ちょっと雨が降ると浸水被害が出て、1982 年、1986

年には胸位まで水がきました。１階部分は全部浸水し

て、地域住民の財産も大変なことになりました。水を

抑えるのにはどうしたらよいかを議論した結果、雨水

が一斉に流れ込む「中川の負担」を軽減するのが効果

的だとわかりました。中川の負担を減らすために、調

節池を造る、川幅を広げる、ということが計画されま

した。

　1984 年から 1988 年にかけて、当時の島村慎市郎

市長を先頭に、黒川洸先生（筑波大学・東京工業大学

名誉教授）や岸井隆幸先生（日本大学名誉教授）など

の有識者を集めて「リヴレーヌ（水辺）」という検討

会議が開かれ、調節池をつくることに合わせて「どう

いうまちを創っていきたいのか」を

多方面から検討いただきました。そ

の越谷南部地域開発計画に地域を合

わせてパースを作ったのが最初の案

になります。これを見ると中心形状

がアイランド型（島型）なのです。

オフィス、IT、ホテルなどを中心に

集めて、その周りに池を造り、さら

に外周に住宅を造る計画でした。こ

の絵ができるまでに、リヴレーヌ調

査チームでドイツ、アメリカ、オー

ストラリアなどの水辺を生かした街

づくりを調べました。

　その当時は、富士見市など他にも

候補地はあったのですが、1988 年

には正式に建設省の新規事業計画に

越谷レイクタウン・大相模調節池
　　越谷市開発担当者                               
　　　　　　　　　大島 健氏に聞く

レイクタウン整備事業として採択いただきました。実

際のところ、事業主体は埼玉県や住都公団ですが、河

川事業や土地区画整理事業を一体で行う事業となりま

す。そういう意味では、普通の調節池を造るのとはわ

けが違います。レイクタウン整備事業を進める上で、

やはり国、当時の建設省補助金が関係してきます。事

業規模も大きくなり、最終的には約 897 億円になり

ました。越谷市としては、1988 年に都市施設部に都

市整備推進室というプロジェクトチームを作りまし

た。私も企画財政担当を経験したことから、このチー

ムに加わった次第です。国と埼玉県、住都公団、越谷

市が進める大プロジェクトでした。

ऀݖͱͷંি
　その当時対象となった地域に土地をお持ちの方が

1000 人程いました。その人たちに「レイクタウンっ

てどういう事業？」という説明が必要でした。ご理解

いただかないと成立しない大変な仕事でした。対象地

域の相模町、大成町、東町、川柳町に加えて地域外の

連絡協議会をつくっていただき、説明させていただき

ました。個別にも毎日のように権利者のお宅を訪問さ

せていただき「レイクタウン事業はこのような事業で

す。一緒に取り組みましょう！」と口説いて回りまし

た。

　ただ単に調節池を造るとなると、土地を全部売って

いただかなければならなくなります。それでは権利者

に一時的にはお金は入りますが、それで終わってしま

います。権利を残させていただくために、土地区画整

理事業と河川事業を併用する事業として計画した訳で

す。土地を買収するのではなく、「換地」として、地

権者に権利が残る。減歩という手法で公共施設や事業

ӽ୩ϨΠΫλϯۀࣄ ॳظҊʢܕʣ

費に充てますが、土地が減ることに対しての理解を得

ることが難しいところでもありました。

　今回の土地区画整理事業は大変大きいため、なかな

かイメージが共有できませんでした。そこで大きな模

型を作りました。1989 年にアーバンインフラテクノ

ロジー推進会議が第 1 回展示会として幕張メッセで

「国際インフラテック 89」というイベントを開催しま

した。このイベントに模型を展示しました。この模型

によって地権者の理解も深まりました。

ເͷܭըʮӽ୩ϨΠΫλϯʯ
　昔の越谷は「水郷こしがや」と言われた水運のまち

でした。藤助河岸（とうすけかし）などの多くの河岸

が栄えていたようです。その時代、米なんかを大量に

運ぶ手段は舟でした。この辺は古い旧家さんもあり舟

をもち、煉瓦の倉庫も建てており、まさに水運のまち

だったのです。それらの歴史的特徴も踏まえて計画が

進みました。

　池のまわりには水辺にすぐ出られるような戸建て住

宅を計画。敷地規模を最低 200㎡以上と広く計画し、

庭付き舟付きの広い住宅として考えました。当時はそ

ういう住宅に住んでいただければと考えました。当時

の模型には中川に出られるように計画されていて「東

京湾から中川を上がってくれば、ここにヨットなどを

停泊して行き来できる」と考えていたわけです。かつ

ての水運を取り入れた夢のある構想でした。渋滞もあ

りませんので、たまには船で東京に遊びに行くことも

できる。武蔵野線なんかは、ヨットを通す目的で橋桁

が少し高くなっているのです。

　まちの将来を考えて、ここにはベッドタウンだけで

なく職住一体を考え働く場所などを中心にすえまし

た。285ha の真ん中にあるのが鉄道で JR 武蔵野線の

新駅です。駅の両側には当時インテリジェントシティ

と呼ばれていた IT 系ビルやホテルなどを計画しまし

た。東側には高速道路が走っていますが、これは東埼

玉道路です。事業認可もいただきました。

　このアーバン・インフラテクノロジーの展示会は非

常に好評で、たくさんのお客さんに観ていただきまし

た。「海辺でもないのにこういう都市が内陸にできる

の？」と大した反響でした。それまでの越谷では水は

迷惑なものでしたからね。

　レイクタウン整備事業には反対意見もありました。

専業農家さんが多いある地区では協議会も脱会されて

解散してしまいました。これには故島村市長も困って

しまい、最終的に 285ha から 235ha（東埼玉道路含む）

という数字でまとめ直しました。池の調節容量も 200

万トンから 120 万トン、池の面積も 60ha から 40ha

に減らしました。それと同時に予算の見直しもおこな

われました。見積額が大幅に超過していたこともあり、

アイランド型をやめ、現在のペニンシュラ型に変更し、

夢の水運利用も減額のために諦めることとなりまし

た。

　当初の計画とはだいぶ形は変わってしまいました

が、「水辺を生かそう」という考え方は踏襲されました。

常時水が溜まる部分の水深を 1.5 ｍ程度として、大雨

の降雨時にはその上に 3 ｍ〜 3.5 ｍの調節容量があ

るように考え、40ha であれば 120 万トンの容量が取

れるのです。

ਫ͔͠ͳ͍ӽ୩ɺٯసͷൃ
　通常の区画整理では、調節池は周囲をコンクリート

で固めてフェンスで人が入れないようにします。故島

村市長はそれをやめて人が入れる場所にして、そこに

住宅や事業系の施設を配置するといった親水性のある

使い方を提案しました。このアイデアを地権者や市民

に理解いただけたことが早期完成の一因かと思いま

す。新市街地と洪水調節池。今までは別々に計画され

てきたものですが「人と水との新たな調和」というテー

マで一体的に計画が進みました。

　故島村市長はそういう発想力のある方だったので
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す。越谷にある物と言えば、水しかありません。地形

的には山もなければ、海もない。レイクタウンでは、

その「水」をうまく活用するために、調節池を中心に

逆転の発想でまちづくりを進めたのでした。

　水質については、最初のリヴレーヌ検討会議でも計

画を練りました。この調節池は、全部コンクリートで

底を造ってはいません。底では土壌に水が浸み込み、

湧いてくる。そうすることで水質浄化も進みます。さ

らに３日で全部の池の水が入れ替わる循環システムを

取り入れたり、噴水も計画しました。水質は下流、中

流域としては相当良質に保たれていると思います。

৽͍͠ੈʹୗ͢ϨΠΫλϯ
　1988 年に国の新規事業に採択されてから、ちょう

ど 20 年の 2008 年。越谷レイクタウンが「まち開き」

しました。同時期に「街づくりフォーラム」も開催し、

黒川洸先生に「水辺と環境共生」という記念講演をし

ていただきました。同年 10 月にはいよいよイオンレ

イクタウンがグランドオープンして、アウトレットな

どもできました。

　JR 武蔵野線に新しく越谷レイクタウン駅ができた

のですが、これは越谷市が JR に「駅をつくってくだ

さい」と要望してできた請願駅です。そういった場合

は全額自治体負担。この駅の場合、市と都市再生機構

（住都公団）が折半負担したのです。これは駅舎だけ

じゃなくて時刻表から掲示板に至るまで全部入るので

す。こういう駅をつくるにあたり、補助金もあるので

すが、最終的な市の負担額は確か 15 億円だったかと

思います。現在イオンレイクタウンを訪れるお客様は、

年間 5000 万人以上と言われていますから、車もある

のでその半分としても年間 2500 万人は鉄道を利用す

る計算になります。1 人が往復に 1000 円使ったとし

ても 250 億円。だから武蔵野線はレイクタウン事業

のおかげで、正にドル箱路線となっているのではない

でしょうか。

　「越谷は特色があまりないので、レイクタウンは越

谷の目玉として通常の考え方ではない新たな発想をし

ていかなきゃならない」と故島村市長と話したことが

あるのです。まさに元市長の情熱を感じますし、越谷

の大切な財産として活用していかなければならないと

思っています。最近は越谷市民やイオンが積極的にレ

イクタウンの水辺環境を生かすイベントやワーク

ショップなどをおこなっているようです。当初の案と

は変わりましたが、この水辺をいかしたまちづくりを

若い世代に進めてもらいたいと思います。

　　　　　　　　（情報文化研究委員会　栗田祥弘）

大島 健
　元越谷市役所企画課、財政課勤務

　越谷レイクタウン事業では担当主査で後に企画部長も務める

　現在髙元建設株式会社管理本部社長室室長
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かなくなりました。そんな経緯でこれは何とかしなけ

ればと、私たちが勝手に「水辺の祭典」を引き継ぐこ

とにしました。行政主体であるよりも市民ベースで

やった方が、もっと楽しくできるだろうという前向き

な気持ちもあってレイクアンドピースという団体を立

ち上げることとなりました。

େ૬ௐઅ͕ੜ·Εͨฑ
　少しご当地的な話をすると、江戸時代にあの徳川家

康が大規模な河川事業を始め、関東平野全体の治水工

事に取り組んでいるのですが、有名なのは利根川東遷

事業と呼ばれ、1600 年代の前半ぐらいに利根川を東

側の今の銚子市の太平洋側に流し換えています。それ

以前の中世の時代というのは、荒川と利根川は越谷で

合流していて、その流れは全部関東平野に流れ込んで

いました。非常に大きな川が二つ合流する形で、比較

的高低差の少ない平地が続く越谷を流れていたという

地理的現実がありまして、極めて水に弱い地域でした。

ほぼ毎年、ちょっとした雨でも浸水し大雨が降るとす

ぐ大洪水というまちだったと歴史的に伝えられていま

す。そういう土地柄もあり「レイク」と呼ばれている

　越谷市は人口がおよそ 34 万人いるのですが（イン

タビュー時：2023 年）、その市内南部に “ 越谷レイク

タウン ” という全く新しいまちが 15 年程前の 2008

年に突然できました。何にもなかった場所なので、市

民の間では期待感や注目度が上がる出来事でした。イ

オンレイクタウンという国内でも最大のショッピング

モールが作られ、年間で 5000 万人以上の来場者があ

ると言われています。越谷は景勝地ではありませんし、

何か特別な名産品や観光資源もありませんが、巨大な

ショッピングモールを目当てに多くの人が集まってい

るという特異な状況で、非常に不思議な場所になって

います。そこにある大きな池を称して「レイク」と私

たちは呼んでいます。このレイクは河川の氾濫を抑制

しようという目的で作られた大きな調節池で、併せて

市民の憩いの場として活用できる特徴を持ちます。水

辺の良さをアピールするようなニュータウンとして市

民活動を推奨している場所になっています。その市民

活動をおこなっているのが私たち「レイクアンドピー

ス」です。この地域に根づきながら、住民の 1 人と

してまちづくりに関わっています。

ϨΠΫΞϯυϐʔεͷੜ
　イオンレイクタウンには大変多くのお客さんが来る

ようになったのですが、最初の頃は周辺の水辺には一

向に人は来ませんでした。大きな池があってその周り

に公園があるのですが、地域の方が時々散歩したりラ

ンニングしたりするぐらいしか使われていませんでし

た。地元としてそこを活性化させていくという雰囲気

ではありませんでした。

　その当時「水辺の祭典」という水辺活性化事業イベ

ントを商工会議所と観光協会が手を組んで、3 年にわ

たって年に 1 〜 2 日のイベントとして始めました。

内外から非常に多くのお客さんがいらっしゃったこと

で、水辺の魅力というのを感じてくださる方が沢山い

ることが分かりました。このことから、元々のレイク

タウン計画を始めた市長などの考えは間違っていな

かった、しっかりやれば必ず成功するに違いないと思

うようになりました。これらの手応えと期待感から、

私たちとしては地域事業者としてここに関わることが

できたらと思うようになりました。「水辺の祭典」は

3 年で終わり社会実験は終了して行政側から予算が付

越谷レイクタウンで市民活動をしている
  畔上順平氏、藤田 融氏に聞く
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大相模調節池が作られたのです。越谷市には 1 級河

川が 5 本も流れていて、そのうちの 1 つに元荒川が

あります。子供の頃にはよく氾濫をして膝下ぐらいま

で浸かったことが何度もあるのです。そういった水害・

治水対策のために調節池がよく用いられます。要する

に雨水を川にすぐに流さず一時的に溜めおいて川が氾

濫しないように調節する池のことです。治水対策だけ

で多大な費用をつぎ込む事業をするにはもったいない

という意見もありまして、溜池を作ったとしても氾濫

する時期や日数で考えると、本当に年に数日の利用で

きるかどうかの施設となります。防災的に機能し、か

つ日常的に水辺が楽しめる場所といった市民に還元で

きる豊かな環境を同時に作ることを目指しました。小

さな調整池をたくさん作るのではなく、河川の水を調

節する大きな調節池を設けることで、防災と日常の豊

かさが共存する計画が立てられました。当初の計画だ

と、越谷市の水辺から東京湾までヨットで行き来でき

る航路を作るというような計画もあったそうで、我々

が子供の頃、その計画図を広報の新聞とかで見て非常

にわくわくした記憶があります。

॥ௐͱڠ
　レイクアンドピースの活動理念は、「人工池を使っ

てまちに賑わいをつくりたい」、「親しみを持って水辺

のライフスタイルを末永く楽しんでもらいたい」とい

うことです。そのような思いがあるのですが、レイク

アンドピースの活動以前から携わっていると、レイク

を活かしきれない様々な規制があって苦労しました。

「現代風のもうちょっとスマートで都会的な開き方が

ある」と思っていて、自分たちが関わればもう少し面

白くできるし地元を巻き込むこともできそうだという

手ごたえは感じていました。最近のイベントでは 2

日間で 1 万人ぐらいお客さんが集まるまでに成長し

ましたが、イオンからは、そういう流れで協賛も含め

て、我々のイベントに協力いただけるようになりまし

た。彼らはイオンモールだけじゃなくて、水辺にもお

客さんを積極的に回遊させながら、地域とともに盛り

上げていきたいと以前から考えていたようです。 「レ

イクタウンのポテンシャルの高さ」とか「水辺の人を

惹きつけるマグネット的な要素」をイオンはずっと以

前から気がついていたようでした。

　レイクの行政上の管理者は埼玉県です。埼玉県とし

てもこれだけの人が集まってきますと、もっとも効果

的に地域を活性化できる優良事業として注目するよう

になってきました。民間事業者であるイオンと地域市

民団体レイクアンドピース、埼玉県がその事業を盛り

上げ進めていくようになっており、越谷市も本腰を入

れ直しています。埼玉県は非常に川が多い自治体なの

で、県としてはその水辺環境、水辺空間をいかに活か

していくかを非常に熱心に取り組んでいます。「水辺

de ベンチャーチャレンジ」という事業推進が埼玉県

の企画にありまして、いわゆるその治水対策だけでは

なくて、河川の空間を豊かにしていくことで、埼玉東

部地区の越谷レイクタウンが一つの大きなポイントに

指定されていたということになります。2022 年８月

には越谷市・埼玉県・イオン・レイクアンドピースで

「大相模調節池湖畔水辺活用に関する基本協定」を結

んで、この水辺を賑やかに活性化していこうと取り決

めました。このイベントの主催者をやっていた私たち

が中心となって、法人化してイオンとパートナーを組

もうということになりました。

ਫลͱ人ͷڑײ
　商業施設の延長線上として木造コンテナみたいな小

さな建物をいくつか並べて地域の事業者さんとかのア

ンテナショップ的に使っていただくような計画をして

います。今までイベントで使ってきたキッチンカーや

テントで運営していたものを常設化する流れです。要

するにここの水辺の滞在時間を増やすようなことを計

画しています。規制がなくてみんなが自由に使えるよ

うな場所にしていくことで、そこが愛される空間にな

る。そのことがみんなで良くしていこうとか、いい風

景にしていこうということに繋がると思います。とに

かく「みんなが自慢できるような場所にしていきたい」

というのが今の思いです。

　安全への配慮の議論はありますが、レイクをより良

い場所にしていくためには、柵がある所は取り払って

もいいし、これからも無い方がいいと思っています。

護岸もテトラポットみたいな物でなく、人によっては

େ૬ௐઅͷϏΦτʔϓ؛ބ

水辺にそのまま入って行けるようなものであってもら

いたい。水辺の環境は、水に入りたい人が普通に入れ

るようにしていくことが理想だと思っています。水辺

のデザインとしてはもっと「遊び」があった方がいい

ですね。それが今は完全に鎖で囲まれているのは残念

です。そこはすぐにでも変えていけたらと思っていま

す。

λϯϛʔςΟϯάͱཧ
　現在レイクアンドピースが管理をしているエリア

は、陸地の部分で 800㎡ぐらいです。もちろん水面

は入っていません。基本方針としてはあえて「厳重な

管理をしている様には見せない」としています。今後

アクティビティを増やしていくにあたり、管理者とい

う立場であの場所に誰かが常にいる状態を作ることを

想定しています。それを一体誰がやるのかといったと

きに、イオンなど志を共にする団体と協力していきま

すが、具体的に言うとレイクアンドピースで手配し現

場を運営していくのでしょう。

　そのようなことを考えていくなかで、イオンとレイ

クアンドピースでタウンミーティングを始めました。

私たちもイベント等を通じて、共感してくださる方も

沢山いらして、その一方で、やっぱり反対の意見とか、

もっとこうした方がどうか？という意見だったり、地

域からの単なるクレームだったりとか、苦情とかって

いうのも少なからずあるのです。イオンも「地域とと

もに歩んでいきたい」とか、「地域から認められるモー

ルになりたい」と思っているようですが、交通渋滞や

騒音、ゴミ問題などいろんなことで苦情も絶えません。

みなさんの意見を聞いてみたいと思っていても、ほと

んどクレームや苦情処理になってしまう。そうなって

くるとイオンなどの大企業はなかなか地域の中に入っ

ていけません。そこで最初からそこを繋ぐためにも私

たちが少し前に出ながら、地域の人たちの声を聞いて

いく役割を担っています。2023 年には「アートが集

まる、アートを楽しむまちづくり」をテーマとしたタ

ウンミーティングも開催されました。アートに対する

市民の関心が非常に高く、タウンミーティングの定員

を大幅に上回る大盛況でした。アートによる気づきの

ように、住民の方が街のことを考えるきっかけになれ

ば、水辺とアートの関係もこれからより求められてい

くと感じます。

ਫลͷͭ࣋Ձ
　水辺のイベントが成功しはじめた大きな理由は「共

感力」を得たことだと思います。私たちに対する期待

感とか可能性を感じてくれる人が、たくさん増えてき

ている。それと楽しむ人、いわゆるプレイヤーが、見

ているだけじゃなくてそこで何かしてみたいと思うよ

うになってきました。それに伴って水辺に集まる人も

増えてきています。多くのみなさんに SNS などでな

んでも拡散して発信していますので、「越谷にこんな

良い処があるよ！こんな水辺で楽しいことできそうだ

よ！」という実態を知ってくれた方が単純に増えてき

ているのだと思います。本当にうれしいのは、実際の

ところレイクタウン地区だけでも 2 万人以上の人が

定住する場所になったことです。これからは人工的

だった水辺がちょっとした森などになり木陰が沢山で

きてくるなどといった自然豊かな場所になれば、越谷

の本当の風景になるのかなと思います。我々としては

豊かな水辺の日常を作りたい。これが最終的な目標な

のかもしれません。

                  　　  ( 情報文化研究委員会　栗田祥弘）

レイク アンド ピース   
畔上順平
　埼玉県越谷生まれ、越谷育ち。

　株式会社けやき建築設計・欅組で建築活動をしながら、越谷レイクタ　

　ウンで定期的に開催するフェスなどをレイクアンドピースとして民

　間の市民活動として企画・運営している。

藤田 融
　埼玉県越谷生まれ、越谷育ち。

　越谷で 3 代続く歯科医院を運営しながら越谷のまちづくりにも積極

　的に参加。現在レイクタウンに住みながらレイクアンドピース活動　

　をおこなっている。

ϨΠΫλϯͱΞʔτ

ΠϯλϏϡʔ　2023 年 11 月 23 日ʢϦϞʔτซ༻ʣ

ϝϯόʔ　ඌ㟒ݩ୲ཧࣄɺ࿐ޱલ委員ɺڮߴ委員　　

ɺେాහࢠஐࢁ෭委員ɺӍా܀　　　　　

　　　　　ஔ҂ૣஐࢬɺதଜࢠ߂
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高ヶ坂松葉調整池

　　　　　ͳͥɺߴϲࡔদ༿ௐ͔ʂ　

ίϩφ࣌ʹۙʢେా۠ʣͷ༙ਫΛௐࠪ࢝͠ΊɺҬ

ͷ༷ʑͳ༙ਫ 18 Օॴ΄΅શͯௐࠪͨ͠ɻࠃ֑ࣉઢʹ

Ԋͬͨܗͷ͕ޙ࠷େా۠ɺͷຆͲ͕֑ઢʹҐஔ͠ɺ

ΔʂͦΜͳͷௐࠪΛͱ࡞ͷΓཱ͕ͪ文໌文化Λܗ

ɻͨͬࢥ

　͔͠͠研究ର都ߏػࢢʹඞཁෆՄܽͳ࣏ਫͱͳͬ

ͨɻલ情報文化研究委員ͷ࿐ޱయۮ͕ࢯࢠવϏΦτʔϓ

ʹಛ化ͨ͠ߴϲࡔদ༿ௐΛΓɺࠓ্͖ࡔࢯ࠸

ͱ̏人Ͱ๚ͨ͠ɻݟྲྀҬʹ 5000 ͋Δௐͷ̍

ͭͰɺ২༗Δ͕ίϯΫϦ؛ޢͷ͍࢛֯ɺ͜Ε͕༊͠

ͷʹͳΓಘΔʁͱͨͬࢥɻ͔͠͠อޢ団ମ͕ڙࢠୡͱ一

ॹʹͷੜଶܥΛௐࠪ͢Δʮ৺ΛҭΉʯͰ͋ͬͨɻ͔͠

ΧϧΨϞࡔ͕ࢠԼʹ͋ΔԸా·ͰҠಈ͢Δɺͦͷޫ

དྷΔ΄Ͳ༗໊ͳௐʹֶݟΛͱɺҬͷΈͳΒͣԕ͔͘Βܠ

ͩͬͨɻ　　　　　

　　　　　　　　　　 ʢ情報文化研究委員会　ஔ҂ૣஐࢬʣ

দ༿ௐɾ௨শΊ͔ͩࡔϲߴ

 Δʔ͑ߟʯʔ̏ͭͷ Λډࢁதͷࢢͷʮݱ NPO 法人
鶴見川源流ネットワーク

深見幹朗氏インタビュー

　2023 年 2 月、情報文化研究委員会では、町田市に

ある高ヶ坂松葉調整池についてお話を伺うため、NPO

法人鶴見川源流ネットワークの深見幹朗氏にインタ

ビューをお願いした。オンライン会議の画面で見せて

いただいた地図で、鶴見川流域につくられた約 5000

もの調整池の数に圧倒され、松葉調整池のみならず鶴

見川流域の調整池の成り立ちについて知る貴重な機会

となった。

　河川の整備（築堤・浚渫などの可動整備、遊水池な

どの建設等）や下水道の整備（管渠・ポンプ場の整備

等）など通常の治水対策に、保水（自然地の保全、防

災調整池の設置等）、遊水（盛土の抑制、営農環境の

改善等）、減災（警報避難システムの確立、水防管理

体制の強化等）対策という流域対策を併せて行うこと

を総合治水と呼ぶ。鶴見川においては、町田市小山田

地区の源流から横浜市鶴見区の河口まで、流域全体で

鶴見川流域総合治水が行われてきた。地域ごとではな

く流域全体で行うことが大事なことである。現在多く

の調整池が在るのも、その一環によるものであると言

える。

　1991 年より始まった鶴見川流域ネットワーキング

（TR ネット）は、バクの姿をしている流域地図を共有

しながら流域規模の市民連携を進める流域市民団体の

交流・連携活動（ネットワーク活動）である。川づく

り・まちづくりを通して、持続可能な未来を開く新し

い流域文化の育成を目指してきた。TR ネット活動は、

連携鶴見川流域ネットワーキング（連携 TR ネット）と、

NPO 法人鶴見川流域ネットワーキング（npoTR ネッ

ト）の協働により進められている。ひとつひとつの行

政区画単位での活動ではなく、鶴見川流域という広範

囲のエリアを基に行政とも協力しており、流域の中に

支流等にかかわるサブネット団体があり活動している。

　NPO 法人鶴見川源流ネットワークは、TR ネットの

サブネットである鶴見川源流ネットワークに参加して

いる団体である。

　町田市高ヶ坂の松葉調整池は住宅街の中にある調整

池であり、通称「めだか池」と呼ばれている。この調

整池は、NPO 法人鶴見川源流ネットワークが町田市

と協定を結んで簡易清掃などをしている。

　コンクリート張りの方形構造（用地： 2250㎡、下部：

1760㎡、深さ：2.55m）だが、下面の水抜き穴等か

ら良質の地下水が流入し、調整塔によって適当な水位

を確保できる特徴があった。この特性に注目した町田

市は、1998 年、環境庁の「自然共生型地域づくり事業」

補助金を受け、市民の意見も生かしながら、同調整池

を水生生物の生息地として整備する計画をたて、

1999 年春、「メダカの繁殖する調整池」を実現させた。

　水位は 20㎝を保ち、80㎝程度の深みもつくってあ

る。コンクリートの隙間から葦（よし）が生え、メダ

カが繁殖する手助けとなった。調整池の周囲にはフェ

ンスが立っているため、人が立ち入れないサンクチュ

アリとなった。年に６回近隣の子どもたちや住民とと

もに中に入り、簡易な清掃と水生生物調査などを行っ

ている。（偶数月の第 3 日曜の午前中）

　町田市は、池にたまるヘドロ対策等のために、年に

1 回は水を抜き、調整池の清掃を行っている。当初ボ

ウフラの繁殖による蚊の発生が心配されたが、メダカ

等が捕食していることが考えられ、現在まで問題は起

こっていない。　

　町田市内の調整池の数は 100 以上あるのだが、そ

の中で自然が多く見られる調整池の数は案外少ない。

　市内小山田地区にある小山田緑地は、多摩ニュータ

ウンに隣接する丘陵地帯にあり、複数の池や調整池を

保有している。小山田緑地における雑木林管理、水辺

ビオトープの整備、草原の調査など、また公園づくり

や環境整備・調査も、この NPO 法人鶴見川源流ネッ

トワークで支援している。松葉調整地だけではなく、

興味があればこちらもご覧になることをお勧めした

い。   

　　　（情報文化研究委員会　栗田祥弘・雨山智子）

ΠϯλϏϡʔ　2023 年 2 月 28 日　ʢϦϞʔτʣ

ϝϯόʔ　ඌ㟒ݩ୲ཧࣄɺ࿐ޱલ委員ɺڮߴ委員　　　　　　　

ɺେాහࢠஐࢁ෭委員ɺӍా܀　　　　　

　　　　　தଜࢠ߂

Φϒβʔόʔ　େੴಸ

 　「高ヶ坂松葉調整池」は、1988（昭和 63）年の区画

整理事業により築造された調整池を、1999（平成 11）

年環境庁（現環境省）所管「自然共生型地域づくり事業」

の補助を得て、豊富な湧水を活かしビオトープとして整

備しました。沢山のめだかが生息していることから通称

「めだか池」と呼ばれ、現在では 18 種類のトンボなど多

くの生きものも生息するようになり、カルガモやカワセ

ミも飛来しています。また、近隣住宅にとっての潤いを

感じる休息の場であるとともに、環境教育の場になって

います。

町田市下水道用地等アダプト事業実施要綱の規定に基

づき、市民団体（NPO 法人鶴見川源流ネットワーク）と

簡易清掃・管理作業などに関する管理協定を締結してい

ます。偶数月の第３日曜日の午前に簡易清掃・管理作業

と生きもの調査が行われており、一般の方も参加できま

す。　（町田市 HP より）

ॴࡏ　౦ژொాࢢ
　　　　+3 ౦ຊ　ԣઢӺԼं

深見幹朗
　愛知県名古屋市生まれ。小牧市で育ち、就職で上京、現在まで東京　　

　都町田市で暮らす。1999 年子どもたちと親しんだ恩田川で活動した

　いと恩田川の会を設立、鶴見川源流ネットワークに参加。2004 年　

　NPO 鶴見川源流ネットワーク設立に伴い理事就任。2018 年には事務　　　

　局を兼任し現在に至る。
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高ヶ坂松葉調整池訪問

　情報文化研究委員会では、長期間にわたって高ヶ坂

松葉調整地に関心を持ってきた。

　2021 年 6 月 20 日に数人のメンバーで松葉調整地

を訪れているのだが、町田市内の池についてや湧水、

松葉調整池でのカルガモの引っ越しに興味をを持った

ことによるものだった。

　そして 2023 年 2 月、鶴見川源流ネットワークの

深見幹朗さんにお話を伺う機会を持った。( 前ページ

参照）

　その後の 2023 年 11 月、改めて水が豊かな町田市

に注目し、４名の委員で芹が谷公園の湧水をたどり、

周辺の調整池や恩田川を巡った際にも、松葉調整池を

訪れた。実際の松葉調整池を見た時に、周辺の調整池

は空堀が多かったのに、水を湛えているこの池の意味

や、普段は閉じられている松葉調整池でどのような活

動が行われているのかを知りたいと思った。
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　2024 年 2 月 18 日、NPO 法人鶴見川源流ネットワー

クが主催している、２ヶ月に 1 度の「めだか池のお

世話」のプログラムに参加すべく、４名のメンバーが

訪問することとなった。

　２月としては気温が高く、心配していた雨も降って

いない。10 時から開始するプログラムに向けて早め

に到着すると、NPO 法人鶴見川源流ネットワークの

深見幹朗さん、石川日出郎さんはすでに準備を行なっ

ていた。清掃用具、網などが用意され、長靴でも入る

ことができる深さにまで水位を下げる作業に取り組ん

でいるところだ。年に１度大規模な清掃作業をすると

きは、池の中心にある深い部分に生物を追い込んで、

周囲はほとんど水がない状態まで水位を下げるそう

だ。溜まっていた水は暗渠を通り、近くの恩田川（鶴

見川の支流）に放出される。

　事前に、「2 月は寒くて人も来ないし、生物も動い

ていない」と聞いていたが、はじめは１匹も見えない

と思われたメダカも少しずつ姿を現し、トンボのヤゴ

など何種類かの生物が採集された。

　当日深見さんから紹介された、カルガモのお世話を

している落合昭夫さん、町田市の下水道部にお勤め

だった柳田賢さんにお話を伺っている間にも、生きも

の調査に参加する方がやって来たり、話しに加わった

りする方々がいた。また、池の敷地周りのゴミ拾いを

していると近隣の方々に声をかけてもらう場面もあ

り、公開日ならでは光景が繰り広げられた。

　松葉調整池は、「かるがものお引越し」でマスコミ

によく取り上げられる場所でもある。池の中ほどにあ

る草むらにカルガモは卵を産み、雛がかえると親子で

約 200m 離れた恩田川に道路を使って移動する。そ

の姿が人気なのである。

　カルガモたちのお世話をしている落合さんは、「近

くの空堀の調整池にある草むらや近所の家の庭でもカ

ルガモは卵を産んでしまう。しかし、水がない場所で

は雛が育つことはできず淘汰される。そのようなこと
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が減るように、調整池でのお世話や他の場所の草刈り

をして、環境を整えてきたが、メンバーも高齢になり

継続できるのか心配しているところだ」と話してくだ

さった。アベンジャーズとも呼ばれるお世話係「めだ

か池かるがもサポート隊」の皆さんは、葛西孝雄さん

を中心として年ごとのカルガモの数などについての記

録・集計も行っている。

　元下水道部の柳田さんとよると、27 年ほど前に町

田市が敷地（畑）を得てコンクリートの調整池をつくっ

たのが松葉調整池の始まりである。東京都、神奈川県、

横浜市、川崎市、町田市の協議会で建設省が中心になっ

て考えた鶴見川の治水問題解決のための一環であった

が、流れ切らずに溜まっている水にわくボウフラなど

への苦情によって、テニスコート等に利用することも

考えた。しかし、逆転発想をして常に水が溜まってい

る池としたそうだ。池の底を掘り下げ、当初と同じ容

量の水が貯められるように調整池としての十分な機能

をもたせている。　　　　

　当時、町田市の環境生活課でメダカを 50 〜 100 匹

程度放ったところ生息できることがわかり、環境省に

申請したら工事費用の半額の補助が出て、その後もビ

オトープとしてテレビ等でも取りあげられてきてい

る。お世話は、深見さんをはじめとする NPO 法人鶴

見川源流ネットワークが全て行なっており、住民や子

どもたちは「めだか池のお世話」の参加者としてやっ

てくることが多い。

　「鶴見川の治水問題も、長年の努力によってかなり

解決されており、以前ほど深刻に調整池としての必要

性を考えなくてもよくなってきた。しかし、松葉調整

池には自然を守るという別の意味合いがあることが大

事である。」と柳田氏は語ってくださった。

　その後、石川さんの案内で恩田川にも足を運んだ。

下水が整備され、川には生活排水が入らなくなってお

り、湧水が流れ込むような大変澄んだ水である。水に

近づき水に親しむことができる場であることを知り、

町田市の景観条例の「成瀬地域」に「恩田川沿い」と

「高ヶ坂松葉調整地」が取りあげられていることの意

味を、実際に見て確認することができた。
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　「めだか池のお世話」への 1 回目の参加で楽しい時

間を過ごした情文メンバーは、4 月 21 日に 2 回目の

参加のため松葉調整地を訪れた。そして 6 月 16 日、

10 月 20 日と訪問を続けている。

　4 月の訪問の折は、だいぶ暖かくなり、桜の見頃は

終わってしまったが 2 月とは異なる光景だった。子

ども連れの参加者も増え、採集された生物を入れた水

槽を見入る親子や、活動に参加したあとに、家で飼育

するメダカをもらう親子で賑わった。
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　6 月、水に入るのにふさわしい気温となり、大勢の

子どもたちと大人たちが次々と訪れる。延べ 50 人以

上の参加者だったとのことである。

　その中には、「蝶プロ」と呼ばれる活動からの参加

者がいる。「蝶プロ」というのは「南つく蝶プロジェ

クト」の略であり、町田市南つくしの小学校を中心に、

蝶たちが住めるような環境作りを目指すプロジェクト

である。自然観察会やウォークラリーも行っており、

毎年この時期には、「めだか池のお世話」に参加して

いるそうだ。

　水中の生物もたくさん採集された。定番のメダカ、

モツゴや、さまざまなヤゴまで。もちろん採集だけで

はなく、池の手入れをしているわけで、ゴミ拾い、ヘ

ドロの除去などを参加者皆で行っている。

　そして、このときはカルガモの卵が、中央の草むら

にいたようである。

　10 月は年に１度のかい堀りの日だった。水が放出

され、水位がいつもより下がったので、生物も見つけ

やすい。この回も大変多くの親子が集まっていた。

　毎回参加している青年のひとりに、とても水中生物

に詳しい山本一輝さんがいる。見た目では私たちに全

く区別がつかないようなヤゴなどを、たやすく分類で

き、説明してくれる。その知識の深さに感心していた

ところ、なんと前回顔を合わせた「蝶プロ」のスタッ

フの息子さんだそうだ。お母様曰く、小さな頃ずっと

参加していて興味を持ち、進学もそのような方面を選

んだとのこと。

　また、関心が強いからと言って、幼い頃子どもが 1

人で水辺に行ってしまうのではなく、安心して参加で

きる場所があってよかった、と親ならではの気持ちも

聞くことができた。

　松葉調整池での活動は、声をあげながら皆で一緒に

楽しくひとつのことに取り組むようなイベントではな

い。その時間になると、どこからともなく子どもや大

人がやってきて、それぞれが池に入り、水の中を目を

凝らして見つめている。時々滑ってびしょびしょに

なってしまう人たちもいるが、当初想像していたより

もずっと静かな集まりだ。

　NPO 法人鶴見川源流ネットワークによって、何年

にもわたって休むことなく定期的に行われるこのこの

活動に、さまざまな方々が参加していること。参加し

たことを憶えていて、大人になっても訪ねてくる人た

ちがいること。そのような情景を見ていると、松葉調

整池は、調整池としての機能を果たしながら、町田市

の住宅街の中で、自然を守り、生物に関心を持ち大切

にする心を育む池となっていると考えることができ

る。　

　　　　　　　　（情報文化研究委員会　雨山智子）
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鶴見川流域センター訪問

　町田市高ヶ坂松葉調整池は、鶴見川の氾濫に備えて

設置された雨水調整池である。設置後にビオトープと

して整備され、自然環境保護活動や環境教育の拠点と

なっている。町田市と管理協定を結んだ市民団体が清

掃や生物調査等を行い、季節ごとに訪れる鳥や生きも

のの棲む水辺は地域の人々を惹きつけている。どのよ

うな経緯で雨水貯留の用途を越えて市民の集うビオ

トープとなったのか。調査を進めたところ、松葉調整

池は鶴見川流域の治水と水循環系の健全化を推進する

活動のモデルケースであることが判った。その関係を

知るために、鶴見川中下流域の横浜市にある「鶴見川

流域センター」を訪問した。

　「鶴見川流域センター」は鶴見川、多摩川、相模川

を所管する国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所

の鶴見川管理にかかわる地域防災施設であり、市民向

けに鶴見川流域の自然、環境保全、利治水事業に関す

る情報を発信している。センターの管理運営を受託し

ている NPO 法人鶴見川流域ネットワーキング の事務

局長・小林範和さんにお話を聞いた。

　鶴見川は町田市の湧水から川崎市・横浜市を経て東

京湾に注ぐ一級河川であり、大きな氾濫を繰り返してき

た。昭和 30 年代後半より流域の市街化が急激に進み、
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ϝϯόʔ　ඌ㟒ݩ୲ཧࣄɺڮߴ委員ɺా܀෭委員

　　　　　Ӎࢁஐࢠɺதଜࢠ߂ ݟྲྀҬਫٞڠձ  ύϯϑϨοτ　              

保水力の高い森林や田畑が急減した。河川整備と下

水道整備だけでは水害を防ぎきれ な く な ったため、

1980 年、鶴見川総合治水対策協議会が設置され、「総

合治水対策」の策定が始まった。総合治水とは、従来の

河川整備と下水道整備だけに頼る治水ではなく、行政

区を超えて国と流域の自治体が連携し、河川対策、下

水道対策、遊水地、雨水調整池や保水のための緑の保

全などを同時に進める治水の方式である。この策定に

は早い時期から市民も参画した。1991 年に設立された

「鶴見川流域ネットワーキング」(NPO 法人設立は 2003

年）は、行政と市民をつなぎ、施策の持続性を確保し、

市民の立場で推進する活動を行っている。2004 年、

総合治水は一定の成果を上げたとして、治水を基本とし

ながら流域の様々な課題に取り組む「鶴見川流域水マ

スタープラン」が関係行政の長の誓約で合意された。

水マスタープランは「洪水時水マネジメント」「平常時

水マネジメント」「自然環境マネジメント」「震災・火災

時マネジメント」「水辺ふれあいマネジメント」の 5 つ

の柱から成り、推進のための様々な施策が実施されている。　

　高ヶ坂松葉調整池は、流域の自然環境の回復・保全

に取り組む「自然環境マネジメント」の推進に大きな

役割を果たしている。川を軸にして生きものが棲める

場所をつくり、そこをネットワーク化し、流域全体の

生物多様性の回復を進める。この推進策の一環として

ビオトープ化され、多様な生きもの棲む豊かな環境が

創出された。現在は市民団体「NPO 鶴見川源流ネッ

トワーク」が維持管理し、自然保護活動、環境教育活

動の拠点となっている。同団体は高ヶ坂松葉調整池で

の活動が評価され、平成 27 年度「手づくり郷土 ( ふ

るさと ) 賞」（国土交通大臣表彰）の国土交通大臣賞 ( 一

般部門 ) で奨励賞を受賞した。

　小林事務局長のお話は、治水のための施策から未来

に向けての地球環境保全まで、大変興味深く、松葉調

整池が現在の姿になるまでの経緯を理解できた。そし

て、流域の自然環境をまもり未来へつなげていこうとす

る市民の意識と活動が、防災の枠をこえ、自然と共生す

る心と文化を育てていることに、深く感銘を受けた。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（情報文化研究委員会　中村弘子）

小林範和
　1972 年千葉生まれ。千葉大学園芸学部卒。技術士（建設部門）。

　北海道での森林作業員、青年海外協力隊（植林・パラグアイ）を経て、　

　2003 年より NPO 法人鶴見川流域ネットワーキング職員。

　2005 年より現職。
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岸 由二

　1947 年東京生まれ。

　慶應義塾大学名誉教授。理学博士。専門は進化生態学。

　流域アプローチによる都市再生論を研究。鶴見川流域、多摩三浦 

　丘陵などで実践活動を推進。

　NPO 法人鶴見川流域ネットワーキング代表理事、NPO 法人小網台野　　　

　外活動調整会議代表理事、NPO 法人鶴見川源流ネットワーク理事長　

『生きのびるための流域思考』　岸 由二著　ちくまプリマー新書  2021年
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ʹ౷߹ੑͷྲྀ͍ߴҬߟࢥͷ࣮ફΛ࢝͠ࢦΊͨͷͰ͋Δɻ

　ʮਫϚελʔϓϥϯʯɺ࣏ਫΛجຊͱͭͭ͠ɺฏৗ࣌ͷਫܥͷਫ࣭ɾਫྔͷɺྲྀҬશҬʹΘͨΔࣗવ

อޢͷɺࡂɾՐ࣌ࡂͷආͷࢧԉɺߋʹਫล;Ε͍͋׆ಈΛखֻ͔Γͱͯ͠ྲྀҬҙࣝΛҭΉࢢຽަ ɾྲྀ

ຽจԽͮ͘ΓΛਐΊΔɺͱ͍ͯ͠Δɻࢢ

����Λճආ͢ΔͨΊʹɺػةΛܴ͍͑ͯΔɻػةڥͷٿɺࠓ　 ·ͰʹੈքͷࢎΨε์ग़ྔΛ࣮࣭θ

ϩʹ͢Δɻ����  � ݄ɺࠃަ௨ল͕ൃදͨ͠ྲྀҬ࣏ਫͷసએݴͦͷҰͰ͋Δɻࡂɺڥอશͷ

ΛਐΊ͍ͯ͘ྲྀҬ͕ߟࢥɺੜ໋࠶ݍద߹ͷΧΪʹͳΔͱ͍͏ͷ͕චऀ؛༝ೋઌੜͷҙݟʹଞͳΒͳ͍ɻ

　͜͏ͨ͠ಈ͖Λઌಋͨ͠ߦɺࢢຽ׆ಈͷઌੑݟʹ͔͞ڻΕΔ͜ͱ͔ΓͰ͋ΔɻݟྲྀҬΛϞσϧʹɺ

ॅຽ͕ੜଟ༷ੑอશ׆ಈʹࢀՃ͢Δ͘ɺਫܥϥϯυεέʔϓ͕ҬͷਓʑΛҾ͖͚ͭΔΞʔτͷΑ͏ͳ

ັྗΛͭ࣋͜ͱɺզʑ BBDB ʹͱͬͯॏཁͳઓུͰ͋ΔɻΞʔτͷଘࡏҙٛΛ͑ߟ্͢ͰɺٿΛ͏ٹͱ

͍͏େ໊ٛͷҰํͰϝμΧΧϫηϛͱͷަΛ͏ͱ͍͏ɺཧ೦ͱৗ͕ೋॏࣸ͠ͱͳΔଟ༷ੑͷ࣌ʹ

զʑੜ͖͍ͯΔ͜ͱɺੜ͔͞Ε͍ͯΔ͜ͱΛΒ

͞ΕΔ͜ͱʹͳΔɻݟͷ૯߹࣏ਫରࡦɺੜ

ଟ༷ੑอશ͔ΒࡂҬจԽ·ͰΛྲྀҬͷ

Ͱѻ͍ͬͯ͜͏ͱ͍͏ɺʮྲྀҬਫϚελʔϓϥϯʯࢹ

ʹ֦ு͞Εͯɺ·͞ ʮʹ࣋ଓՄͳΒ͠Λ࣮͢ݱΔʯ

ͷͰ͋Δɻ　　　　　　　   　　

　      ʢใจԽڀݚҕһձ　　ඌ㟒 উ　தଜࢠ߂ʣ

  

満倉靖恵
　日本の電子工学者。医学研究者。

　慶應義塾大学理工学部システムデザイン工学科教授、慶應義塾　　

　大学医学部精神神経科学教室兼任教授、感性アナライザの開発者。　

　工学と医学の博士を持つ。

　慶應義塾大学医学系研究科 博士（医学）。

ΠϯλϏϡʔ 2023 年 12 月 11 日　

　　　　　　     ʢܚጯٛक़େ্ֶΩϟϯύεʣ

ϝϯόʔ　ඌ㟒ݩ୲ཧࣄɺڮߴ委員

　　　　　ஔ҂ૣஐࢬɺதଜࢠ߂

Φϒβʔόʔ　ݖ౻ ঘ

慶應義塾大学 満倉靖恵教授インタビュー

ʮײΛੳ͢ΔʹɺͷதͰԿ͕͍͖ͯىΔͷ͔ʁՊֶతࠜڌ（エビデンス）ʹڀݚ͍ͨͮجՌ͕ඞ

ཁͰͨ͠ɻʯͦ͏ɺ͓͍͍ͨͩͨ͠ͷɺܚጯٛक़େֶͰɺ໘ന͍ڀݚΛ͞Ε͍ͯΔɺຬ༃ڭܙतʹΠϯλ

Ϗϡʔ͍͍ͤͯͨͩͨ͞࠷ॳͷҰݴͰ͋Δɻ

��՝ͱɺڀݚतͷڭɺੈքతʹΛूΊΔຬࡏݱ　 Ҏ্ʹΘͨΔɺ֮ࢹʹΑΔͱײͷڀݚ

Λ͞Ε͍ͯͯɺΠϊϕʔγϣϯͱͯ͠ϦΞϧλΠϜͰΛଌఆͯ͠ײΛೝࣝ͠ੳͰ͖ΔஔΛ։ൃ͞Εͨɻ

　͜ΕʹΑΓɺఆྔධՁͱ͍͏͜ͷʹͳ͔ͬͨతධՁΛՃ͑ͨୈҰਓऀͱͳΒΕɺྫۭ͑ؒ

ʹΛஔ͚ͩ͘ͰͲͷ༷ͳޮՌ͕ಘΒΕΔͷ͔ʁूத͕ͲΕ্͚͕ͩΔͷ͔ɺਫ਼ਆਆܦՊֶࣨڭͷ݉ڭत

Ͱ͋Δಉࢯɺਫ਼ਆతͳ࣬ױͷਓୡʹͲͷΑ͏ͳӨڹΛ༩͑Δͷ͔ɺಉ࣌ʹମϗϧϞϯʹͲͷΑ͏ͳมԽ͕

ੜ͍ͯ͡Δͷ͔Λ͞ڀݚΕ͍ͯΔɻ

　ΞΠϑΥϯΧϝϥͰࢹઢͷઌΛΔΑ͏ʹͯ͠ɺݟΔͱͷมԽΛಉ͠؍ͯͤ͞ظɺ͞Βʹ݂ӷࠪݕ

ΛՃ͑ͯɺͦͷ߹ɺମϗϧϞϯ͕ͲͷΑ͏ʹมΘΔͷ͔ʁఆྔධՁͰ͖ΔཁૉΛଟ͘ͷσʔλʔΛղੳ͠

ੵΈ্͛ͯ͜ΒΕ·ͨ͠ɻ

　͋·Γৄ͘͠ಘΒΕͨσʔλʔΛ͜͏ͱɺ֤ڀݚϓϩδΣΫτͷकൿٛʹ৮ͦ͠͏ͳ͜ͱ͔ΓͰ

͋Δ͕ɺ���� ·Ͱͷ �� ؒͰɺ���� ਓҎ্ͷσʔλʔΛूΊͯɺଌఆ͔Βूத্͕͕ΔͱͲͷΑ

͏ͳࣄͳͷ͔ʁ৺ྑ͍ঢ়ଶͱʁετϨεΛԽ͠ఆྔධՁΛߏங͞Εͯ͜ΒΕͨɻ ʮͷնΓʹਓ͕ू

·Δʯͱ͍͏զʑͷԾઆʹରͯ͠ɺՊֶతࠜ͞໌ূ͕ڌΕ͍ͯΔͷ͔ʁͱͷʹର͠ɺผ݅ͰਐΊΒΕ͍ͯ

Δڞֶ࢈ಉͷڀݚ՝Ͱɺ༙ਫͰ༗໊ͳ 4 ެԂʹਓ͕ू·Δཧ༝͕ٻΊΒΕɺετϨε͕Լ͕Δ͜ͱ͕ఆྔ

ධՁͱ࣮ͯ͠ূ͞Εͨͱ͓ฉ͖ͨ͠ɻ

　៉ྷͳਫ͕༙͘ॴʹ༊͠ޮՌɺݏͳ࣋ؾͷվળΈΒΕɺετϨεϚοΫεͷਓ͕ਫลʹ̍ؒ࣌͢Δͱɺ

େετϨε͕̎̌ˋվળͨ͠ʜͱͷ͓ฉ͔͍͍ͤͯͨͩͨɻ࠷

　ΞʔτσβΠϯΛͨ؍ͱ͖ਓʑͷײ͕ͲͷΑ͏ʹมԽ͢Δͷ͔ʁ

Ξʔτʹڵຯͷͳ͍ਓͰɺͨݟਓͷ৺༳Β͙ͷ͔ʁఆྔධՁͷ݁Ռɺ૬ରతʹϗϧϞϯͱͯ͠ηϧ

τχϯ͕ൻ͞ΕɺԺ͔ͱͳΓམͪண͘ͱͷ૯Λಘ͍ͯΔͱ͍͏ɻ

　Ξʔτʹͨ࣌͠ͷײมԽɺαΠΤϯεͱΞʔτͷؔੑΛ͛ɺͦͷޮΛূ໌͢Δੈքతʹ࠷

͞Ε͍ͯΔڀݚ՝ͷҰͭͱͳ͍ͬͯΔɻʮΞʔτΛΑΓඒ͘͢͠ΔҝʹͲ͏͢ΕΑ͍ͷ͔ʁʯੈքతͳ

ͷਓͷͰ࣌ઐֶ෦·ͰͰ͖͍ͯͯɺܳज़ࣗવʹͨ͠ʹطਐΉ͍͔ͭ͘ͷେֶͰɺ͕ڀݚઌͷ࠷

ੜ͡ΔՊֶతมԽ͍ͭͯԽ͠ղ໌͍ͯ͜͠͏ͱ͍͏ʜଟ͘ͷਓʑͷ୳ٻ৺ͱح৺Λܹ͠ଓ͚͍ͯΔΑ

͏ͩɻ

　͜ͷΑ͏ͳੈքతைྲྀɺ୯ʹֶज़త׆ڀݚಈʹࢭ·Βͣɺܳज़ࣗવอޢΛਐΊΔࣾձ׆ಈஂମʹͱͬͯ

ແࢹͰ͖ͳ͍Ռͱͳ͍ͬͯΔɻ

　BBDB ͱͯ͠ɺͨ͠͏͜ޙࠓҟڀݚͷํʑͱͷަྲྀ͕ඞཁෆՄܽͱͳ͍ͬͯ͘͜ͱͩΖ͏ɻ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　ʢใจԽڀݚҕһձ　ܓڮߴଠʣ
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「柏の葉にＳＭＣがやってきた」
　  鹿島建設 建築設計本部 建築設計総括グループ　グループリーダー丸山 琢氏に聞く

ձʯ͕։͔Εɺ6%$, ͷॳηϯλʔྲྀަܞͷʮେֶͱҬͷ࿈࠵ओࢢըʹɺദܭॳʹ͜ͷ֗ͷཱҊɺ࠷　

Ͱ͋Δނɾ౦ژେֶڭतʢ࣌ʣ͕ɺദͷ༿ͷ·ͪͮ͘ΓΛ͚ΜҾ͢ΔʮηϯλʔͷઃཱʯΛఏݴ

͞Ε·ͨ͠ɻͦ͜Ͱɺദͷ༿ΩϟϯύεӺͷ৽ઃΛؚΉʮദͷ༿εϚʔτγςΟʯΛض಄ͱͨ͠৽͍֗͠ͷ

͕ߦΘΕɺ6%$,ɾദͷ༿ΞʔόϯσβΠϯηϯλʔͱ͍͏શମΛཧ౷ׅσβΠϯ͠ɺ͜ͷ֗ͷະདྷਤ

Λඳ͜͏ͱ͢Δ͕ઃ͚ΒΕ·ͨ͠ɻ

　৽ͨͳߏΛபʹɺ֗ͮ͘Γ͕ߦΘΕΔ͜ͱͱͳͬͨܦҢɺपลͷ࠷େͷऀݖͰ͋ΔࡾҪෆಈ࢈ͷΰϧ

ϑ͕͋ͬͨॴͰɺશ͘Կͳ͍ॴΛɺެɾຽɾֶͷ࿈ܞʹΑΔʮڥͱڞੜ͢ΔాԂͮ͘ࢢΓʯʮ

తͳۭؒۀ࢈ͷৢʯʮࡍࠃతͳֶज़ɾڭҭɾจԽۭؒͷܗʯʮαεςΟφϒϧͳҠಈަ௨γεςϜʯͱ �

ͭͷඪΛ͛ܝͳ͕Β։͔ΕͨઌతͰཱࣗͨͮ͘͠ࢢΓΛ͍ͯ͠ࢦ·ͨ͠ɻ

　ੈքத͔Βू͕ऀڀݚ·Δɺࡍࠃతͳֶज़ڀݚࢢΛߏ͢ࢦͦ͜ʹΛൃ͍ͯͨ͠ͷͰ͕͢ɺత

ͳۭؒۀ࢈ɺࡍࠃతͳֶज़ɾڭҭจԽͷۭؒͱҐஔ͚ͯɺദࢢͱઍ༿ݝʹɺ౦ژେֶɺઍ༿େֶͷ � ऀ͕

࿈ܞɾڠಇ͠ɺ����  � ݄ʹദͷ༿ࡍࠃΩϟϯύελϯߏΛͱΓ·ͱΊ·ͨ͠ɻʮڞڥੜʯʮ݈߁णʯ

ʮ৽ۀ࢈ʯͷࡾຊப͕֗ͮ͘ΓϏδϣϯͱ͍͏Α͏ͳจ͕ݴᨳΘΕɺ͜͜ͷʹͯݐΔݐɺ͍Ζ͍

Ζͱۛຯ͞ΕɺϧʔϧԽٞ͠ڠͳ͚Ε༠கͰ͖ͳ͍͜ͱͱͳΓ·ͨ͠ɻ

　ΠϊϕʔγϣϯΩϟϯύεγςΟʔͱ͠ɺ͋;ΕΔӺલதʹΘ͍͕͋Γɺଟछଟ༷Ͱ͍ͯί

ϯύΫτͳ֗ͮ͘ΓΛ͠ࢦɺ৺Λͦͷ··ͯͬ࣋དྷΔͷͱҧͬͯɺλϫʔϚϯγϣϯ͕͋ΓɺӺલͷ

ෳػɾଟܕ֎߫ͨ͠ݱͷ༠கΛͯ͠ɺ৬ॅ͕࣮ۙۀاઃͱ๛͔ͳॅͱ͍͏ͷ͕ଗͬͯɺͦ͜ʹઌࢪۀ

ɻͨ͠·͍ͯ͠ࢦΈΛࢼɺͦΕ͕৽ͨͳՃՁΛੜΉΑ͏ͳ͍ߦͷ֗ͮ͘ΓΛܕ߹

　6%$,ɾദͷ༿ΞʔόϯσβΠϯηϯλʔ͕ʮۀ࢈ग़ͱΠϊϕʔγϣϯۀاͷ༠கʯΛ͍ͨͯ͠ࢦλΠϛϯάͰɺ

$.ըΛਃ͠ग़ͯͩͬͨ͘͞ͷ͕ʮ4ࢀ $.ձࣾʯͰ͢ɻ4ࣜג ࣗಈ੍ۀثػޚքʹ͓͍ͯɺࠃ֎ͰѹతͳγΣΞ

ΛތΔੈքతτοϓϝʔΧʔͰ͢ɻ

$.ճɺ4ࠓ　 ͕ദͷ༿εϚʔτγςΟʹ։ઃ͢Δʮ	 Ծশ 
 ദͷ༿Ωϟϯύε৽ٕज़ηϯλʔʯɺੈքத͔Β༏लͳ

ਓू͕ࡐ·Γɺ݈߁ͰշదɺޮతͳڥͷதͰಇ͘ҙཉ͕ߴ·Γɺ͞·͟·ͳਓʑͱͷަྲྀΛ௨ͯ͡Πϊϕʔγϣϯ

ΛੜΈग़͢ڀݚ։ൃڌͱͳΔ͜ͱΛ͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ" ౩ͷෑલʹɺ֗ͷγϯϘϧͰ͋ΔʰΞΫΞςϥεʱͱݺ

ΕΔ͕͕Γɺෑܗঢ়ʹ߹Θͤͨಛతͳۂ໘ͷϑΝαʔυ͕͢Εɺͭ͘ΤΫεϓϨεͷं૭͔ΒΑ

$ΔΑ͏ʹͳΓ·͢ɻ·ͨɺ͑ݟ͘ ౩ෑલʹ๛͔ͳ͕͕ΔίϯϒΫϩެԂ͕Ґஔ͠ɺ� ͭͷෑΛͭͳ͙ #

౩ΛؚΊͨ � ౩͕ҰମͱͳΓɺദͷ༿ΩϟϯύεγςΟͷ֗ฒΈʹ৽ͨͳັྗΛՃ͑Δ͜ͱͰɺ4.$ ͷϒϥϯυΛ

͢Δۭ͕ؒग़͞Ε·͢ɻ

　���� ʹ ,"+*." %&4*(/ ʹΑΔઃ͕ܭ։࢝͞Ε·ͨ͠ɻίϯηϓτʮ֗ʹ։͔ΕͨڀݚॴʯͰ͋ΓɺΞΫΞςϥ

εͱ࿈ଓੑΛࡤͭ࣋ͷͳ͍ɺҰൠར༻ऀָ͠ΊΔςϥε͖ΦʔϓϯΧϑΣͷઃ͕ܭಛͰ͢ɻ� ֊෦Ληο

τόοΫͤͯ͞Λ֬อ͠ɺ֎ʹΨϥεΛଟ༻͢Δ͜ͱͰ֗ͷดײ࠹Λͳ͘͠ɺݐͷ͔͕֗ؾ׆Β͡ײ

ΒΕΔΑ͏ʹྀ͍ͯ͠·͢ɻ

　͞Βʹɺʮ֗ͱௐͨ͠ڀݚॴʯΛͯ͠ࢦɺೆଆͷେͳϑΝαʔυΛઅσβΠϯʹ͢Δ΄͔ɺͷΛ֗

ͱ֦͛Δ্ԽɺΞΫΞςϥεʹ໘ͨ͠ʹࡩฒΛܭըɻ·ͨɺʮ4.$ Β͠͞ʯΛද͢ݱΔͨΊʹஈঢ়ͷ্

ςϥεάϦʔϯϧʔϓΛ௨ͯ͡ΞΫΞςϥεͱίϯϒΫϩެԂΛ݁ͼɺਫฏϥΠϯΛ͔ͨ͠׆ϑΝαʔυௐϒϥ

ΠϯυͰԹΓΛՃ͍͑ͯ·͢ɻैདྷͷࢪڀݚઃͱҰઢΛը͢ɺ։͔ΕͨσβΠϯͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ

　6%$, ͷग़ޱηϯλʔΛத৺ʹɺ֗ͷϏδϣϯ͕·ͱΊΒΕɺؔؒऀͰΠϝʔδํੑΛڞ༗͢ΔҰํͰɺا

ͷͱɺ͑ߟஙΛੜΉʯͱ͍͏ݐΒΕΔ෦͋ͬͨΑ͏Ͱ͢ɻ͔͠͠ɺʮҬͷ੍͕ྑ͍͡ײʹϋʔυϧ͍ߴଆʹۀ

͜ͷϓϩδΣΫτͦͷྫͱͳΓ·ͨ͠ɻ

$.ஙϥϯυεέʔϓ͚ͩͰͳ͘ɺ֗શମͷσβΠϯΛಥ͖٧Ίͨ݁Ռɺ4ݐ　 ͷΑ͏ͳૉΒ͍͠ۀاΛ༠கͰ͖

ͨ͜ͱɺ֗ͮ͘ΓͷޭΛ͍ͯ͠·͢ɻ·ͨɺ4.$ ͷࣾһͷօ͞ΜͱͷҙަݟͰɺʮ৯ಊɺօ͕͜͜ʹू

·Γ৯ͨ͘ͳΔັྗ͋Δۭؒʹ͠Α͏ʯʮ৽ਓܴձΛςϥεͰόʔϕΩϡʔΛ͍ͨ͠ʯͱ͍ͬͨϢχʔΫͳΞΠσ

Ξ͕࣍ʑʹඈͼग़͠·ͨ͠ɻ͞ΒʹɺΞΫΞςϥεଆͷ؍ܠҡ࣋ʹ͍ͭͯҙަ͕ݟΘ͞ΕΔͳͲɺطʹ 4.$ ࣾһ

ͱ 6%$, ͷؒͰൃ׆ͳ͕ٞ࢝·͓ͬͯΓɺࣾһ � ਓͻͱΓ͕ੵۃతʹݐஙͮ͘ΓʹࢀՃ͢Δ͕࢟͡ײΒΕ·͢ɻ

　4.$ ͷࢀըʹΑΓɺദͷ༿ͷ֗ฒΈ͕͞ΒʹັྗతʹͳΔͱ֬৴͍ͯ͠·͢ɻ࠷ऴతʹɺͦ͜ʹॅΉਓಇ͘ਓ

ͷҙ͕ࣝ֗ͮ͘ΓΛͤ͞Δͷͩͱ͍ͯ͡ײ·͢ɻ
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「市中の山居」から学ぶこと
ー新たな領域を目指してー
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  坂上氏のメッセージを読み解く

ʮࢢதͷډࢁʯ͔ΒֶͿ͜ͱ

　「市中の山居」という「水と緑」の自然環境には、

青空を映し出す水面と葉騒する森の原風景に、計り知

れない魅力と多様性がある。都市の中で埋め立てられ

ることなく今日まで生かされてきた「水と緑」には、

古くからの信仰の対象であったり、遁世者の「侘び寂

び」の庵であったりという、まるでタイムマシンのよ

うな場所が数多くある。その多様性に関する「文化」

や「哲学」、「歴史観」や「個と公共」など、過去の記

憶が地霊のように蓄積された「場所の力」の深掘りに

は大変興味深いものがある一方で、自然環境そのもの

に関しての今日的な「価値観」の多様性を領域を拡げ

た幅広い視点で見直してみることも、人間味溢れる

様々な「分野」の発見に繋っていくと考える。

　例えば調整池や灌漑用水としての広域に渡る様々な

流域での治水や利水などの土木的な「効果と効用」に

ついて、また再開発などにおける人間の交流や回遊と

の関係といった都市的な「居場所づくり」について、

更には景観や美的要素に関する行動の誘発と人間的な

「共感の感性」について、古くは中世からの歴史の継

承が現代においても不変のものがある一方で、昨今の

環境変化の中で大きく変革しているものも少なくない

のではないか。土砂災害の多発は地域の守り神として

の「水と緑」の存在への信頼の力の衰弱へと意識変革

を促す場合もあり、猛暑の中の林間の心地よい涼しさ

は省エネルギーや温暖化防止を含めた循環型社会への

信頼の力の覚醒へと意識変革を促す場合もある。かつ

ての日本の文化は地歴や風土からの影響を強く受けた

ものであったが、今や天候や気象への環境影響は世界

的な社会現象となって、文明・文化と環境が相互に等

しく影響を与え合う関係にあるといえる。一言で「多

様性」といっても、今日のそれは「理と情」が複雑に

重なり合って、往時の「市中の山居」の「多様性」か

らは更に重層的な時代変化を遂げているのである。

　情報文化研究委員会のメンバーが、地域ごとの歴史

や文化を起点としながらも「自然環境」とその「価値

観」に着目しているのは、「分野」と「時代」の幅広

い多様化と大きな変革のその先にあるものを、客観的

にあるいは直感的に感じ取っているからではないか。

即ち、「市中の山居」という庭園文化のテーマを発見

し幾つもの水辺の事例を見学して、現代の都市におけ

る「水と緑」の魅力の体験と分析の活動を重ねてきて

いるのは、植生や水系の「社会に開かれた自然環境」

情報文化研究委員会　元担当理事 尾﨑 勝　　　

ദͷ༿ΞΫΞςϥε
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　「柏の葉アクアテラス」のアーバンデザインセンター

長でもある東京大学出口敦教授との面談では、これか

らの個性的な街作りには「都市・建築・美術・工芸」

の単なる一分野としてのランドスケープではなく、

「アートのような刺激」を持つランドスケープの多様

性を客観的に評価した上で、その多様性の魅力と課題

を「持続的な活動」によって「時間をかけて共有し維

持する文化」こそランドスケープを含めたこれからの

公共空間創造のプロセスに求められているものであ

り、街そのものの持続性と環境性に繋がる今日的課題

であることを示唆されていた。

　例えば清々しい水辺と閉ざされた溜め池、光溢れる

芝生広場と暗く生い茂る雑木林といった「光と影」の

多様性を感知し、それを街づくりの多様性にも活かし

て価値の持続に繋げるため、「都市・建築・美術・工芸」

の融合には「直感の力と創造の力」だけでなく、社会

との多様な接点を見出す「評価の力と発見の力」が求

められ、その上で住民の交流と回遊を積極的に先導す

る「共有の力と発信の力」が求められているのである。

　いわば、作品と活動という「もの」と「こと」の両

面で、「感性と行動を科学する」知的先進性が「アー

トの力の進化形」として改めて求められていることに

なる。まさにそうした実践的活動の一つとして「工学

から医学へ」の先駆的な領域拡大に挑戦されている慶

應義塾大学満倉靖恵教授との面談では、「水と緑」の

煌めきや静けさという物理的現象を前にしての興奮や

集中、鎮静やストレス解消を、脳波の生理的変化とい

う「リアルタイムのエビデンス」として捉え直す革新

的な成果を通して、「感性の定量評価を多様性の交差

する創造の場に繋げていく」という先進的メッセージ

を示唆されていた。言い換えれば、五感を介して多く

の人間どうしの心が繋がりあう「アートと人間性」の

「交流の交差点」を「医工連携」によって可視化する

の魅力の中に、かつての「生活感」や「歴史文化」に

加えて、歓楽の賑わいから孤高の安らぎまでの空間性

や水辺との間の柵の有無が与える距離感など、感性に

根ざした「社会ニーズの多様性」を見出し、更にはそ

うした「社会ニーズ」と環境の時代の新たな「価値観」

とを重ねた多様な個性を、夫々の「場所の文化性」と

して 1 つの全体像に描き出すことこそ、文化的な都

市環境の創造を旨とする aaca の今日的なメッセージ

として重要なテーマであると気づいているからに他な

らない。

　こうした「分野と時代」の幅広い視点で、何れも個

性的な「柏の葉、越谷、高ヶ坂（鶴見川流域）」の３

か所を中心に「水と緑」が持つ生活や文化の今日性を

分析し、公と民と学で共に活動に参加する多くの登場

人物とその役割分担を知る中から様々な多様性を「学

ぶ」ことが、aaca の新たなメッセージの発信に貢献

する道筋であると考える。これらの豊かな景観が持つ

様々な「多様性」をつぶさに体験した上での今日的な

課題の核心に触れるメッセージこそが、「都市・建築・

美術・工芸」の新たな分野を開拓し、「理」をもって

加えた幅広い領域との交流を促すことに繋がり、ひい

ては会勢拡大に繋がっていくのではないか。
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ト・ハード両面に亘る「公民連携活動」の社会性を本

来の領域として含んでいるのである。

　更にはデジタル化や少子高齢化に加え、気候変動や

カーボンニュートラルなどの地球温暖化（地球沸騰化）

に関連する今日的な時代背景の中で、昨今の災害を含

む自然環境の多面性の再発見や、また一方では心地よ

く緑化された半屋外空間のウエルビーイングの感覚な

どをきっかけとして、そうした「多様性の再認識」を

都市生活や地域交流の中で可視化し共有する活動、即

ち自然への畏敬の念を背景にした「感性の可視化」を

「原点」としつつ、それらを「媒介」として「自然環

境の快適性を地球環境の健全性へ」と重ねていく調査

研究分野が加わり、「都市・建築・美術・工芸」にお

ける「公民学連携」という大きな視野角を持つ未来の

全体像が見えてくることになる。折しも COP15（昆明・

モントリオール生物多様性枠組、2022 年）では、国

土の 30％を生物多様性の保全で確保し、気候変動対

策（減災）と生物多様性の保全とを両立させるなど、

地球環境の持続と生態系の保全を相乗的かつ現実的な

目標と捉えることで、創造的な活動のネットワークと

そのための科学的な知見が改めて求められることと

なった。こうした「生物多様性」は、そもそもの土壌

基盤の形成から生物資源や気候の安定へ、精神の安定

や芸術性へと繋がり、それらの活動を通して全分野の

「豊穣性」を齎し、そうした時間軸の中で人間こそが「水

と緑」に生かされているのだという、大きな「多様性

の世界観」としてその視野を広げていくのである。

　これらの要求を全て含むものとして、日本では公的

な緑化義務のほかに民間の緑化努力と維持管理を評価

ことによって、アートの可能性を従来分野を超えて拡

張する、輝く未来社会が到来しつつあると言えるので

ある。情報文化研究委員会は、こうした先進事例の積

極的学びの中から、「アートの魅力」を「もの」と「こ

と」の両面で最適化し維持し続ける「イニシャルとラ

ンニングの持続性」を「感性と環境への社会的投資」

というメッセージとして発信するためにも、いわば「能

動的テーマ」としての「アートの魅力の領域拡大」を

探し求めることになる。

ΞʔτͱΞʔεɾαΠΤϯεͷ༥߹

　課題とは常に「外を見る、外から見る」ものであり、

そうすることによって視野が的確に広がり、成果物も

また確実に創造性を保つことになる。情報文化研究委

員会の今回の的確かつ創造的な活動にはまさしくそう

した「外を見る」視点が存在しているように思われる。

　aaca の活動は一見「民間」に限定された文化交流

活動と思われがちであるが、その定款にはもともと芸

術的環境の「創造と保存」に関する調査研究という、「公

的」な意味合いの情報発信もまた本来の活動として内

包されている。なかでもランドスケープという分野は、

景観形成などのアート性を介して「都市・建築・美術・

工芸」の交流の巾を拡げるだけでなく、保水や遊水な

どの防災機能や生物多様性を含む「グリーンインフラ

としての流域水マスタープラン」（「鶴見川流域治水」

において地域コミュニティ活動の礎となっている公民

共有ビジョン）も求められている。いわば「自然環境

との共生を基盤とする都市形成の持続性」というソフ

দ༿ௐࡔϲߴ

する国交省の新たな認証制度が始まろうとしている。

気候変動対策、生物多様性保全、ウエルビーイングな

どの観点から緑地の創出・維持を評価するものとして、

モニタリングを反映した維持管理計画、土地の地形・

植生・歴史文化を反映した緑化計画、更には心を和ら

げる休憩スペースの設置等、まさにアートの感性分析

を含めた総合的知見によって日本の都市環境の持続性

が保持されていく時代が訪れようとしている。

　「水と緑」のアート性を取り巻くこうした「感性」

と「環境」の目覚ましい進化は、「言語化から可視化へ」、

「表現から共有へ」、「創造から持続へ」の活動として

評価すべき時を迎え、aaca も「都市を健康にする」

ことで「心と体を健康にする」と同時に「地球を健康

にする」という「三方よし」の新領域を目指して、「アー

トとサイエンスの融合」から「アートとアース・サイ

エンス（地球の科学）の融合」へと更に進化し、新た

な世紀の「市中の山居」へ引き継いでいく大きな転換

点を迎えていると言えるのである。

࣌Δʹڞ

　坂上直哉氏の 2018 年のシンポジウムから早くも 6

年、今こそこうした「課題の進化と拡大」に挑戦し、

aaca の新しいメッセージの発信を目指す時であると

考える。2018 年の「市中の山居」のシンポジウムに

おいてポスターに描かれた「土木、ランドスケープ、

建築、アートからのアプローチ」というタイトルには、

こうした「課題」に正面から向き合って「問い」を提

示し、「もの」と「こと」の能動的活動を提案する広

角度のメッセージが表明されているように思われる。

即ち、地形や水系などに関する土木の分野から緑化や

水辺に関するランドスケープの分野まで、また生活と

環境に関する建築の分野から感性と共感に関するアー

トの分野までの壮大な全体像へと改めて視野を拡げ、

自然と共生するこれからの新たな都市作りにおいて、

環境の未来や文化の発展に貢献すべく一堂に会して同

等の立場で交流し共創すること。自己や自我の「領域」

に縛られることなく「共に生きる」異分野交流によっ

て、これからの SDGs の時代に貢献していくにはどう

するべきかという、正に坂上直哉氏の志を思わせる「外

を見る、外から見る」という視点がここにはある。

　今こそこうした「感性と環境という新領域」への視

点の共有と挑戦が必要な時代であり、aaca としても

「都市・建築・美術・工芸」の交流を起点としながら、

アートの魅力から地域の魅力へ、「ものとこと」の様々

な断面へと領域を拡大し、公民学の幅広い視点での多

様性と持続性の「個性化」を目指しつつ、領域を自ら

限定しない異分野融合の「対話と創造」という「理念

の革新」を積極的に発信することによって、aaca に

対して改めて文化的かつ社会的な関心と信頼が寄せら

れることを期待したい。

尾﨑 勝
　1972 年〜　鹿島　建築設計本部

　2008 年〜　鹿島　執行役員 建築設計本部長

　2018 年〜　鹿島　副社長 建築設計担当

　2021 年〜　鹿島　常任顧問

　元情報文化研究委員会担当理事　現在 aaca 監事
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Ѹ設計　　三菱地所設計　　森田事務所

個人

黒節人　　ؠ井光男　　柏尾 栄　　ᜊ藤ӎ೫　　ᜊ藤潮美　

坂上冷美　　本間 弘　　常松ێ治　　露口典子　　東條隆郎　

森 ெ郎　　山極༟史　　                                                　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（敬称略）
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　2018 年に、東京の過密都市空間に「市中の山居」をつくることは可能だろうか？という、比ᄻにとんだ多

面的な命題を受け止めて始めた研究課題でしたが、始めて間もなく「なぜ、日本建築美術工芸協会が取り組む

研究課題が『市中の山居』なんでしょうか？」という、多くの方々からのご質問をいただきました。

　これが 21 世紀の人類を脅かす異常気象問題を象徴する世界的な指針でもある、SDGs が求める具体的な方

策で、環境への更なる配慮、投資が不可欠な状況と考えたからです。

　「水と緑」を取り戻すという都市を新しく考えるうえで重要な要素は、人々の心の問題でもあり、「市中の山

居」の思想と合致していることに改めて気付かされました。今日、打つべき一手こそが持続可能な未来を築く

唯一の方法であることに他なりません。

　「市中の山居」を考え探し出す作業は、日本建築美術工芸協会が今後、何を行いどこへ向かうのか…。「協会

の活動は未来の日本の景色、風景を作る活動だ」という核心を、改めて確信として浮き彫りにする作業でもあ

りました。

一様、坂上冷美様、座談会会場をご提供いただきましたߞ行までにご協力いただきました土屋信行様、本ץ　

東京藝術大学様をはじめ多くの皆様、ここまで情報文化研究委員会を応援・ݗ引くださいましたॾ先ഐ方に改

めまして感謝を申し上げたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報文化研究委員会　委員長 高橋圭太郎

元担当理事  尾﨑 勝 　（建築家）

委員長  髙橋圭太郎　（株式会社織部ಃ 元役員・株式会社 I.A 織部 代表）

副委員長  栗田祥弘　（建築家・株式会社栗田祥弘建築都市研究所 代表取締役）

雨山智子　（テキスタイル造形作家・大学非常勤講師） 　　　

大田හ　（工業品プロデューサー）

置鮎早智ࢬ　（アーティスト・グラフィックデザイナー） 　　

中村弘子　（ガラス造形作家）

中川一人　　中島三ࢬ子　　藤田益一　　立石博ቮ　　外野խ博
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